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Nizam　al－mulk著『統治の書』とティムール朝

　　　イラン・イスラーム的政治文化の継承をめぐって

　　　　　　Nizam　al－mulk’s　Siyar　al－multzk　and　the　Timurids　：
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Abstract　Tke　Japanese　translation　of　l　iizam　al－muik’s　Siyar　al－mulzZle　（or　tlze　Boofe　of　Government）

by　Pyo£　K．　ltani　and　Pro£　M．　lnaba　was　pubiished　last　year．　1　had　participated　in　tkeir　reading　ciLib　in　the

past　and　for　the　first　time　recognized　the　importance　of　the　book　in　the　history　of　the　lyano－lslamic

political　cuiture．　On　this　occasion，　1　focus　on　the　iRheritance　of　the　lrano－lslamic　political　culture　in　the

T三mu誠ds　conveyed　through　this　book．

　　　In　Tinaurid　lran　and　Central　Asia，　Nizam　al－mulk　was　a　weil－known　historicai　figure　or　legendary

vagir，　and　kistoriaRs　kave　provided　alt　adequate　biography　of　him　based　on　early　literatuye　in　tlieir

iiterary　works，　Tke　famous　literary　man　Husayn　Kagifi　knew　about　the　Siyar　al－mzilabk　at　least　fyom

Gazall’s　IVasikat　al－mulzlfe，　and　the　titie　and　the　author’s　narRe　are　found　at　the　beginning　of　the　quotation

from　it　in　Is負zarl’s　Razv2dit　alゴanf～鉱Moreover，　several　s£ories　from　the　S加7’a／－7フlt‘♂齢are　found　in

memoirs　by　Kagifi’s　pupil，　Mabmed　Va＄lfi．

　　　The　attitude　of　the　Timurid　rulers　toward　the　reiigious　leaders　seems　to　have　been　based　on　Niz2m

al－ynulk’s　advice．　The　custom　of　consensual　decision－making　with　these　leaders　and　other　intellectuals，

according　to　Kagift，　derived　from　ancient　lran．　The　more　evident　form　of　the　lrano－lsiarnic　political

cukure　is　the　ma4dlim　court　；　here　Nizam　al－mulk　piaces　empkasis　on　the　rule　that　the　ruiers　themseives

must　hold　this　court．

　　　The　Mongol　ruiers　and　Tirnar　held　the　Mongol　court，　the　．var．a’zt　court，　in　the　name　of　（or　at　the　same

time）　as　the　maptlim　court．　Althougk　TimUr’s　son　S2h－rub　is　said　to　have　aboiished　the　yargu　system，　it

survived　uRtil　the　last　moment　of　tke　Timurid　dynasty，　During　the　reign　of　Timar’s　successors，　the

yargtc　court　of　the　rulers　was　held　in　the　same　place　as　the　matulim　court．　lnitially，　this　piace　was　cailed

the　divdin－i　buzztrg　and　later，　s1mply　the　dznvdin　（rarely　the　divdn－i　a　‘ldi）．　There　the　questions　of　state　and

finance　were　discussed　and　decided，　and　the　official　ceyemonies　were　held　by　the　ruler，　his　eminent

liegemen，　and　the　religious　leaders．

Keywords　NiZam　al－mu｝k’s　Si3，ar　a／－mulzth（ニザームルムルク著『銃治の書』），　the　Timurids（ティ

　　　　　　　　　　ムール朝），the　7nagdili）n　court（マザーリム法廷），　the　yargu　court　（ヤルグ法廷），　divdin

　　　　　　　　　　as　a　place　for　the　court　of　law（法廷が開かれる場としてのxKディーワーン“）
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は　じ　め　に

　セルジューク朝期の名宰相Hvala　Ni顔m　a1－mulk　Abむ一‘Ali｝iasan　Tos1（1018／19－1092）が

その死の直前に完成した『統治の書』あるいはS加7αZ－7η厩貌（諸王の行状）1）はペルシア

語による’君主鑑文学。（ヨーロッパ文学におけるmirror（）f／for　Princes）［Lambton　l971；

Ef2：NASIHAT　AL－MULUK；ヂ蔭谷・稲葉（訳）：357－358；二宮2002］の代表作であり，

当直の国魂・統治機構や理想的君主像を知るための重要な史料である。昨年この：重要文献の

原典訳注が井谷鋼造・稲葉穣両氏によって完成された。この訳業の出発点となった輪読会の

参加者の1人として，『統治の書』H本語訳注の出版を心より慶び，あわせてこの機会に

ティムール朝史碕究の立場から『統治の書』とその内容の重要性を指摘しておきたい。

　ティムール（1336－1405）の築いた国家は，その没後に，遊牧テユルク・モンゴル的な制

度・慣習を残しつつ，全体としてイラン的なイスラーム国家の性格を強めたと考えられる。

この変化をM．E．　Subtelny［2007］は，ウェーバーの概念を用いて「家産国家」から「官僚

国家」への移行の過程とみなしている。遊牧テユルク・モンゴル的な制度・慣習を本格的に

中央アジア・イランに持ち込み，初期ティムール朝国家が遊牧テユルク・モンゴル的な「家

産国家」となる環境を用意したのは，モンゴルの侵攻とその後のモンゴル蒔代であろう。

　モンゴル時代三期の1333年に執筆が閉始されたペルシア語の教訓書RHの「第1章：為

政者たちの性質（aw§af－i　bukkam）について」［ftβ：11－41］には43の逸話が収められ，

その多くに史上の伝説的為政者が登場する。モンゴル人為政者で登場するのはイルハン朝の

ガザン・ハン（在位1295－1304）のみであるが，登場する逸話は3つあり，これはかズナ朝

のSultan　Mabmud　Gaznavl（在位998－1030）と並んで最：多である2）。ところが，ティムール

朝末期のペルシア語の教訓書沼ルfやBah．にはかザン・ハンも含めモンゴル人為政者はいっ

さい登場しない。まるでモンゴル時代は“素通り、したかのようである。

！）Nlzam　al－mulkを輸治の翻の著者とすることに，現在疑念はほとんど存在しないようであ

　る［Lambton　I984：55］。なおT本稿では当該書の題名を，日本語では鑑治の書』，原語では

　Styar　al一刀7z‘励と呼ぶことにし，略号S加7を用いる。我が国において『統治の劃という書名

　がよく知られている一方，諸史料における書及では通常S加アα／一勉〃勲と呼ばれており，また

　『統治の謙の原語S癩sαたフ7伽αは，オスマン朝に見られるkdint？n－ndine（世俗1芸集成）の一部

　Si5，diset－ndi7ne（刑罰の規定集）と混同される恐れがあるからである。

2）　ガザン・ハンは16章でもう1度だけ登場する［RU：260］。なお，原文でガザン・ハンは
　ヵ645励ガ‘ddil　Gazan（公正なる帝王ガザン）もしくはρ245励ゴ‘tZdil　Gazan　Mahmadと呼ばれ，

　その後にralzmatza　A／ldihi（神の慈悲あれ1），　rahmat’u／Alldihi冨の・屠（彼の上に神の慈悲あれ1），

　nawwara／Alldihu　darikahu（神が彼の墓を輝かさんことを1），　anara　A　lldihu　burhdinahbl（神が彼

　の証しを輝かさんことを1）という祈願文が付されている［Rff：！9，30，40－41，260］。　Sultan

　Mabmttdの方はSult飴Mabmod　GaziもしくはSultaR　Mabm自d－i　SibuktigiR（セブユクテギンの

　子S賦an　M的m礁d）と記されているが［Rff：12－13，29］，祈願文は付されていない。なお，ガザ

　ン以外のモンゴル入為政者では，第18章にフレグ（ρ6磁σ1z一吻励〃Hαlagaξ【an＞とチンギス・ハ

　ン（諏誌励一々識伽g〃Ci箆g互z　uan）が1度ずつ登場するのみで，ともに祈願文は伴っていない
　［Rll：　282，　283］o
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　一方，イラン的なイスラーム国家あるいはイラン・イスラーム的官僚国家の雛形と言える

のがセルジューク朝（1038－1194）の国家であろう3｝。そして，セルジューク朝の国制・統

治機構や理想的君主像を知る上でインシャー文献箕励磁α」一筆励αと並んで重要なのが

謬統治の割である。細紐の謝は，宰相として国政に深く関わった人物による，為政者に

向けた教訓書であり，他の多くの教訓書がイスラームの教義上の意義や遵徳性に重点を置く

のに対し，簡略ながらも数多くの実践的な患告を含んでいる。そして，そこからイラン・イ

スラーム的な政治文化を窺い知ることができるのである。

　本稿では，まず，Nizam　al－mulk　ag『統治の翻がティムール朝期に十分参照されていた

ことを明らかにし，続いて，『統治の書』に見られるイラン・イスラーム的な制度・慣習の

うちtNizam　al－mulkに重視され，ティムール朝期への継承が認められるものを取り上げ，

その実態を明らかにする。もちろん，本稿のみで扱える問題は非常に少ないが，ティムール

朝国家において遊牧テユルク・モンゴル的な諸要素とイラン・イスラーム的な諸要素が混合

した興味深い例を明らかにすることができる。

1　ティムール朝における『統治の書』の存在感

　1　ティムール朝関連文献におけるNizam　al－mulk

　『統治の書』の著者とされるNi％m　a1－mulkについては，ティムール朝末期に著わされた

ワズィール伝．4V『と史書RS，およびティムール朝末期に活躍した文入が同王朝滅亡後に著

わしたワズィール伝DVと史書USに，それぞれ1節がもうけられている［AV：207－216；

RS：IV，　285－297　i　D　V：　！50－！78；H．　S：　II，　494－500］　4）．

　さらに，ワズィーール伝のAVとDVでは，　Ni％m　al－mulkの子孫・親族の1人1人にも1

節がもうけられ，5人目息子（‘lzz　al－mulk；Mu’ayyid　al一一mulk　Abit－Bakr；Fabr　al－mulk

Hasan　；　Z’　iya’　al－mull〈　Abmad　；　Sams　a｝一mulk　‘Usman）　5＞　［A　V　：　216－218，　226，　258　；　D　V：　！78，

183，185，188，208］，2人の孫（＄adr　a1－din　Muharnmad　b．　Fabr　al－mulk；M§ir　al－dln　b，　Fa麺

al－mulk）6）［A　V：　233，257；DV：！88，2e6i，1人のギ甥（baradarz2da）」（Sihゑb　a1－dIn　Ab血一

Ilyas‘Abd　al－razzaq　Tttsl）7）［A　V：234；DV：189］の略伝が記されている。　H．　Bowenが

3）　このほか，成立当初からイラン系の人々の影響が強く，ササン朝の政治文化を復活させたアッ

　バース朝の国家〔ギブ〈加賀谷ほか訳）：12－14］においても，使用書語がアラビア語であること

　を除けば，イラン・イスラーム的な窟僚国家の雛型を見出し得るのかもしれない。

4）　各文獣に示されたNi勿m　al－mulkの正式な名は，　A　Vでは耳vaja　NiZam　al－mulk　Abtt一‘AII　Hasan

　b．’Ali　b．　Ishaq　al－Tasl，　RSでは末尾のal－TUsiの欠落以外はAVと同じで，　D　VではHvaja　Nizam

　a！一mulk　Ablt一‘All　Hasalt　al－Tesl，　HSでは末尾がTasiとなっている以外はDVと岡じである。

5）入名表紀はAVに従っている。！）VではMu’ayyid　a1－mull（AbU－BakrのAba－Bakrが欠落し，

　Fa敏al－mulk　HasanがFabr　al－mulk　MuZaffar，　Sams　al－muikがSams　al－dlnとなっている
　［DV：178，　！83，　！88，　208］e

6＞　人名表記はAVにより，1）yではNゑ＄lr　aレdlnがNa§ir　al－dln　Tahirとなっている£∠）V：206］。

7）　人名表記はAVによりt　Z）VではSihab　al－lslam‘Abd　al－razzaq　Taslとされ，　Ni％m　ai－mulk／
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Efiの項目NZAM　AL－MULK：で系図に示した家族・親族は10人であるが，そのうち実に8

人まで取り上げられているのである。これらの略伝は主に先行文献に拠った叙述にすぎない

と考えられるがs＞，Nizam　al－mulkの一一族に対する扱いの大きさは，注目に値する。

　さらに驚くべきことに，以下のように，ティムール朝議にもNizam　al一一mulkの子孫がワ

ズィールの任にあったことがAVによって確認できる（ただし，ティムール朝期のワ

ズィールは，厳密には三民ではなく財務高官であり，岡時に数名存在した）。

　　El　vaja　Fahr　al－dln　NiZain　al－mulk19｝はトゥース出身でNiZam　al－mulkの子孫で（az　farzanδan）あ

　　る。Hvaja繊乞r〔Bab§ayi9］やMawEana‘Ali　Mun§1と共同で［Aba　al－qasim］Babur　Mirza£ホ

　　ラーサーン統治1452－1457］のワズィールをつとめた。…［中略］…今は亡きこの帯王の死後

　　Sul‡an　AbU－Sa‘　ld　Mlrza［在位1451－69］がホラーサーン諸国征服のためヘラート地方に到達した

　　とき，オウベlo｝の町（qa§aba＞の湯治浴場（bammam－i　ibra’）において運命（qa2a’）［謹死3が到

　　達した。彼の子孫（awlad－u－a‘qab）は生き残っていない。［A　V：346；A　V／ms：2！！a－b］

Aba　al－q2sim　Babur　Mirzaに仕えたワズィールの1人がNiZam　al－mulkの子孫であったの

である。実際，Mzt　‘izzのAbU　al－q2sim　B2bur（原：文ではAmlrzada　Babur　Bahadur）鷹下

の7加磁7z4㎎伽ゴ惣読（「タジク人書記」すなわちワズィール）の項においても，　u”’　aja

Fahr　al－dln　Nizam　al－mulklとHi2r　Babgayigの名を見出すことができる［Mtt　‘i22：　146a］。

　以上から明らかなように，Ni％m　al－mulkとその子孫の活躍・功績はティムール朝期にも

十分認識されていたのである。そもそもNizam　al－mulkは理想のワズィールと見なされて

いたようで，＄ah畷晦期（！409－1447）の有カワズイール耳vaja　Giya＄al－din　Pir－Ahmad

Hv菰［Subtelny　2007：79－82］のっとめぶりが「［ソロモンの重臣］A＄af　BarahyaとNi％m

al－mulk　Tttslの正義（‘adalat）と能力（kifayat）の物語を廃したほど」と評されている

＼　との血縁関係も甥ではなく「近い親族（qarabatan－i　nazdik）」の1人とされている［1）Y：！89］。

8）AV校訂者」．耳．　Ormavi　Mohaddesの脚注によると，セルジューク朝期のワズィールに関しては

　　蜘sグ諏αZ－askdir（1325｛ド完成）に基づく叙述が多いようである。また，　D　VはAVを参照した

　　ようであるが，セルジューク朝期のワズィールに関してはノTからの引用も散見される。

9）AV校訂本ではHvala　F的r　a1－dln　NiZam　al－mulkとなっているが，　A　Wmsと後述磁‘‘忽にし

　　たがって，この名の最後はai－mulkではなくaレmulklであると判断した。なお，　ni4d7n　al－r7z〃々

　　（王國・王権の秩序）というラカブは財務官僚や宰棚に似つかわしいラカブの1つにすぎず［井

　　谷・稲葉（訳）：200；S加7：211〕，Ni％m　al－mulk　TUs1との血縁関係を示すわけではない。興味

　　深い例では，後出するティムール朝末期の有カワズイールHvaja　Qivam　al－din　Nizam　al－mulk

　　H”afi［久保1997：164－166］（A　Vの著者やMrの著者の保護者）は，系譜を弓造してアッバース

　　家出身と称していたという［BV：II，331－332］。またNizamiというニスバをもつMIの著者や

　　Mir‘Ali一§irの師Fa§ib　al－dln　Mubammad　NiZamlらもNiZam　a1－mulkの子孫ではない。

IO＞AV『校訂本ではRV（JJ）（この後にba－hammam　U－ra）と綴られているが，　A　V／msに基づいて

　　’VBH（勺の（この後にdar　k　ammam－i　ibra「）と判断した。当時オウベ近郊の山すそにはδα動zα一画

　　Kabbdnと呼ばれる有名な「温泉（6a§ma－yl　ab－i　garm）」があり，程なくAbll－Sa‘ld　Mlrzaおよび

　　Su1㌻知Hu＄aya　Mlrz2の下で保養地開発が進んだというから［Rf：II，！01－102］，後に続く文章の

　　内容とも合致する。なお，引用部のこの箇所以降は，A　V／msに基づいて訳した。
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［Dγ：353－354］。また，有名なム晦σ窺勿αのマドラサのうち，ヘラートのものは，ティムー

ル朝末期にテユルク如才ff　Mir　‘AII－91rによって修復された〔久保1990：34］。

　ここで，本節賢頭で言及したAV，　RS，　DV，　HSに見られるNi％m　aレmul盆略伝に話を

戻すと，意外にもそこには蹴治の書』への言及が見られない。上述諸史料のNi％ma｝一

mulk略伝において，特定して引用されている文献には，有名な7珈ψ一霞妨勿∫〔A　V『二211］，

fomi　‘al－tavdirihv　（一iみzZ（を♂ヵ　〔　＝ノT］　［1）V『：150；HS：II，494］，　RS　〔Dlノ『：156；167；HS：II，

498］などがあるが、Ni％m　al－mulk自身の著作としてはvαsdyd／　risdla－yi　vasdyd（訓告集）

からの引用£RS：IV，295；DV：157，169，175；HS：II，4963と，「幾つかの書物申に見出

されたHvaja　Ni麹n　al－mulkの散文作品（munSa’at）の一一部」として息子への書簡2通が見

られるのみである［AV：21！－216コ。これらのうちNizam　al－mulkのvastZYdiは，その内容

に現実味がないことでよく知られ，早くから後代の贋作と見なされている［Bowen　l931］。

　ティムール一期その支配領域で著わされた教訓文学作品のうち，’君主鑑文学、にあては

まる著名作品にAMがあるll）。この書は「様々なスルターンの子供たちや様々なバカンの

息子たちの行為の手引き（dastOr　aFamal－i　awlad－i　sa1頗n　va　ab蛤一yi　bavaqln）」となるよ

う執筆されている［AM：5］。この文献には時折，引用文献の題名および著者名等の，文献

を特定できる情報が示されており，有名な教訓：文学作品〆14励月回7zM吻励‘［do．：215］，

八1肉グ苑a9一窺％Z醗（＝ム磁S功碗al－meslabh）［＝・NM］［do．：IO9］，　Zakira　al－mulrkk［＝ZMコ

［do．：137，192］，；有名な逸話集f海mitαZ一々読⑳認［r1E］［do．：179］，さらにはフェルドウ

スィーのSdih－ndilnaからの引用［do．：133］やNi3ami‘Ara21著Cα擁71吻の♂α（四つの講

話）からの詩句引用£do．：148；黒柳（訳）1969：232］など12）が見られる。しかし，挿話

中にNizam　al－mulkが（セルジューク下書主Malik－gahとともに）登場するにも関わらず

［AM：224］Tやはり『統治の書』への言及はないのである。

　しかし，上に示したAM引用文献のうち，　Ni％m　al－mulkの同時代人にして被保護者

Gaz誼（lmam　Hujjat　al－lslam）による1VMが，特に『統治の書』と深い関係を持っている

ことは，NMの校訂者」．　Homaylがすでに明らかにしている13）。　HomayiによるとNMと

11）AMの著者Mawl蝕a　K：arn記al－din　Husayn　Va‘iZ　Sabzavari　Ka§ifi（d．1504／05；K：a§ifiは筆名〉

　はナクシュバンディーヤに属し，その名の通り有名なvd‘招（説教師）であり，文人としても多く

　の著作を残した［HS：王V，345；Subtelny（ed．）2003；Ef2：KASHIFI；久保1990：表亙，No．44］。

　AMはSultan　Husayn　Mlrzaの子AbU　al－mubsin　Mlrzaへの三塁作品である。なお，　Mabxan

　al一力z56’と題したインシャー作品については，　Mitchel　2003や杉山20！3を参照されたい。

！2）　このほか言及されている文献の中に，照励ゴ助Z⑳ゼRz‘伽かなる書があるが［Al｝dr：　184］，詳

　細は不明である。また，引用文献名は示されていないが，RUに見られるSult2n　Mabmadの夜園

　りの逸話［R／l：12］も収められている〔、4M：126］。なお，盆Mと同時代の著名な思想家・詩

　人・文人‘Abd　ai－rahrnan　Jami（1414－92）による教訓書Bah．にも，　Ibn　Muqaffa‘の著作からの引

　用や（ラahdr　Maq41a［黒癩（訳）！969：258－262］からの引用が見られる［Bah．：39，　93］。

13）一方，同じく．4Mに引網され，蹴治の三遍やNMに次ぐ知名度をもつ躍は蹴治の書悉の
　影響がなく，Gazali著fkydi　al一‘ulabm　al－dinおよびKSに多くを負っているという薮刎：xxxix一／
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『統治の書』の内容が重なる部分は実に！6箇所にのぼる［Mlf：xciii－cii］14＞。そして，この

！6箇所のうち，サーマーン朝のlsma‘　ll（在位892－907）に関する逸話においては，1W匠本

文の中で，Kitdib－i　Siyar　al－multzfe（Siyar　a／－mulabkの書）と出典が明記されているのであ

る［」＞M：122］。したがって、NMにとって『統治の割は非常に重要な参考文献であり，

NMを参照した．4Mの著者は，　NMを通じて『統治の書』の存在はもちろん，その重要性を

も十分承知していたであろう。さらに，．41if’と岡じ頃に完成した有名な詩人伝TSの著者の

場合も同様であり，「lmam（｝az21iが［以下のように］述べておられる」としてNM所収逸

話の一一部を引用している［NM：cvi，107－108；TS：872］。

　管兇の限り，ティムール朝期の文献において，『統治の書』の書名と著者名Ni％m　al－

mulkを合わせて明記した文献引用は，わずか1箇所である。それは，ティムール朝末期に

著されたヘラートge　Rfに見られ，引用部の胃頭に「Hvala　Ni％m　al－mulk　TUslがその著作

（ta＄anif）に含まれるKitdib－i　Siyar　al一〃z諭Z々の中に［以下の話を／入れている」と記され

ている［Rl：II，162］。当該箇所にはウマイや朝カリフSulayman　b．‘Abd　a1－malikとJa‘far

Barmakに関する逸話が見られ，新たに詩句を追加した以外は，かなり忠実な引用である

［井谷・稲葉（訳）：222－228；S加7：234－240；Rf：II，！62－1701。　Rfの著者は十分な知名

度をもつ文人で「勅書起草官（mun§1）」としても活躍した入物である15＞。

　2　ティムール朝における『統治の謝の写本作製

　前節の考察から，ティムール朝期にNizam　al－mulk　9『統治の書』が十分に知られ，写

本も存在していたことは疑いない。『統治の書』の現存写本については，最も信頼できる刊

本に，校訂者H．Darkによる，目配りの効いた解説が付されている［Siyar：xi－xviii］。そ

れによると，17世紀まで存在したはずのウルミエ写本はAH564（1168／69）年に書写され

たものであるが，今に伝わらず，現存する写本の中でもっとも古い4写本はAH673－730

（！274－！329）年，つまりモンゴル階代に作製された写本である。ところが，これら4写本の

次に古い現存写本はAH！020（1611／12＞年，ティムール朝滅亡後に書写されたものである。

Darkのリストに漏れたものにAH970（1562／63）年書写のもの2点とAH10世紀（1495－

1592）書写されたもの1点があるが［Derayati：583，　No．6－8］，ティム・一ル下期に作製され

たと確定できる『統治の書』の写本は，今に伝わっていないのである。

x　xEiii］。ただし，　KSの「第2章第10節：距民の管理と統治について」の大半はNMの叙述と重

　　なっており〔f〈S：II，530－542；1VM：16－46］，この中にSiyarと重なる部分が2箇所含まれる。

！4）該当箇所を井谷・稲葉（訳）とS加7の章・形式段落の番弩で示すと，以下の凝りである（全国

　号はローマ数字，形式段落番弩は三層数字〉：H－5，111－3，HI－4～23，　IV－5～24，　VI－2～4，　VI－5，　VII－3，

　VH－5，　VII－6，　VIII－4，　VIH－5，　VIII－6，　VIII－10’一・11，　XI－6，　XXXVI－6，　XL－10～12e金般的に忠実な引

　周と欝えるが，『統治の気軽の書名が明示された箇所では，かなり要約した引用となっている。

15）RJの著者Mu‘ln　al－din　Mubammad　Zam6i　Isfizarlは有名なインシャー作品の著者でもあり

　　［Hiravl　2011；杉山2012］，その略伝が耳Sに収められている［NS；1V，348］。
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　嚢時の写本作製工房は，通常「図書館・蔵書」と解される儒励煽麗（あるいはflutubhdina）

でありこ久保1990：43－44］，王族や麿力者の多くがleittzbhtznaを所有していた。特に，15

世紀前半首都ヘラートにあったSah－rubの子Baysungur　Mlrza（1434年没）のkitdibkdina

については活動報告書［原文では‘αz忽一4鷹オ（上奏書）］が残されており，そこでの写本作製

活動がよく知られている。ARimushki難によると，この活動報告書執筆の時点で未完成で

あったものも含めて，Baysungurの図書館で作製された（あるいはBaysungurの依頼で作

製された）ことが判明している現存写本は，全部で19冊ある［ARimushkin：154－156；

Robinson：384－385］。しかし残念ながら，この中に『統治の書』は見当らない16）。

　もちろん，B2ySttngur　Mlrzaに限らず，他の王族や有力者のfeitdib／hanαにおいても写本が

作製・管理されており，通常このようなkitdibhdnaにはkitdiろddir（蔵書管理官）が任命され

ていた〔久保2014a：！66］。BVにはSultan　Husayn　Mlrzaの子Faridtm　Uusayn　Mirza（1509

年没）のflitdibddirの任命書が収められている。当時FarldUn　Husayn　Mlrzaに仕えていた

BVの著者が作成したものである。その前文に以下のくだりがある（傍点は筆者による）。

　　博識なる御方［謹神］が…［中賂ユ…我々に，その究極の謬的と盃高なる蝿象が，諸王の行状の

　　書（K：itab－i　Siyar　al－mu｝ltk）と，正義が印付いたスルターンたち7｝と公正を備えた日曜ンたちの

　　振る舞い方のリサーーラ（risala－yi　miRhaj　aレsu10k）であるところの，駆民を慈しむ正義の書

　　（kitab－i　ma’dalat－nama）や慈悲を広める幸福へのりサーラ（risala－yi　sa’adat－batima）の概究を

　　命じた。彼らに倣い従うための方法や規則を知るには，状況の特質を伝え，彼らの逸話や出来事

　　を語る物語や歴史の書（kutub－i　ql＄a＄va　ta畷rib）に頼って学ぶに限るから，£FarldUn恥sayn

　　Mlrzaは3一二なる志のすべてをそれらの書の収集に傾けた。求めていたものや愛読されている

　　貴重なものを手に入れた後幸福に帰する文字で記されたそれらの内容が，我らの壮麗な勝利の

　　書と世界征服考の書（Kitab－i　Zafar－na瓢a－yi鵬mat　va　Jahangu§ay）と王旛と領土を飾る者の選

　　史（Ta’rlb－i　guzlda）18）　th　s一《我らは汝を地上の代理人とした。よって，人々を真理にもとづいて裁け。

　　決して私欲に従うな〔Qur’din：XXXVIII－26］》という題霞と，《余は汝を人々の導師とする［do．：

　　II－124］》という序文で飾られ明示されるように，我らの言動の規範（dastUr　al一‘amal）となり，名

16）存在が確認されているのerl　Bal‘aml編訳Tar　zUma－Ni　7捻’励ゼ卸abari　Firdawsl著S励一ndma，

　Ni写ami‘Ar吻著Cα12砂船確～α，　Sa‘d玉著Gzalistdin，　HVaj自　Kirmatii　￥“　l／tmtmdiy－zt－Htzmdi），zrtn，　Minh2j

　b．Siral　Mu垣a魏amad諏zl会n1著Tabaeditewi　ndsiri，　‘Ata’　MaEik　Juvayni著7セ’面一ガノ盈伽gz‘5の，　Hafi年一l

　Abrtt編著吻勿α‘α♂一孟α確証，攣amza　I§fahaRi著7セ’励一ガfSfahdin，＄ady　al－dln　Muhammad

　Ni§aparl著7切α♂一”zα廊∫7などの写本である。また，活動報告書で需及されながらT未だ存在が

　確認されていない写本には，1）勿伽ゴ五r隠秘やMlr　Fahr　Sad3t著Nuzhat　al－arvdhなどがある。

17）BVの巌該箇所ではαs2伽（高位の者たち〉となっているが，脚注のヴァリアントに従って

　sα嬢魏（スルターンたち）と覇断した。

！8）　テキストの当該箇所はκ磁6ガ伽7一厩甥α一画彦ガ5〃z認殿ル乃伽g認グガva　Ta’rih一　一i　gzt2ida一：yi

　saltanat－u－mamlafeat－drdi’iとなっているが，著名な史書の叡感にしたがって力雁7zgz磁’i（世界

　征服）はル擁フ轡‘5の（世界征服者）と判断し，それゆえ　saltanat－u－mamlafeat－dird　’i（王権と領土

　を飾ること）もsaleanat－u－manzlafeat－dirdy（王権と領土を飾る者）とした。
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　　高き帝王たちと位高き王たちの図書館にある王の書（Sah－nama）となった。［B　V：H．221－222］

以上の修辞を凝らした：文章には，勧7ッz伽zα（勝利の書），7〕α’γψ一が励伽g痴の（世界征服

者の歴史），7セ’アψゼg㈱毎α（選史），Sdih－ndma（王の書：）と当時も今も有名な文献の題名が

盛り込まれており，しかも，これらのうち，■afar－ndmα，：翫’7地ツブα〃伽g爾の，　Sahッndima

は先述Baysu且9ur図書館で作製された写本の中に含まれている（本稿注16参照）。さらに

重要なことに，これら諸文献に先んじてS加7αZ一フフz厩勲（諸王の行状）すなわち『統治の

割の原題が挙げられているのである。もちろんtこのような表現方法は，特定の文献では

なく，類する文献全体を暗示している可能性もある。周知の通り，Sdih－ndimaと呼ばれる作

晶は有名なフェルドウスィーの叙事詩以外にも多数存在する。

　この点は『統治の書』も例外ではなく，前述NMの写本の1つにはSipaar　al－mulzZleや

Sz”rαt　a／－mulzZleという題名が記されており，書写したM．　Minovlによれば，元写本はオスマ

ン朝王族のゼワクフ図書（kutub－i　vaqfl）」に属するという［NM：xxvii］。また，　Hamza

I§fahanlがKitdb－i／Tα’擁ゴεα雇7フz多〃勲α♂一σだ槻α♂一一∂砂〆で参照した文献の中にSiyar－i

7nzclzZle　al－Fu〃tsと題した作晶が4つあり，有名なIbn　Nadim著Kitdib　al－FilzristやBlrttniの

著作にもSかσ7αZ一”z厩励という書名が挙げられているという［△IM：lxxxv，　xci，　footnote］。

またティムールが「移動申も逗留中も」「すべてペルシア語の」「様々な史書やφ5α5αた

僻伽グ」と「siyar　alwwinzelzrckや過去の人々の伝承（abbar）」を朗唱させていた［‘Aj6’ib：

455］という場合の偽α5αムα功ち・グとs加7α」一窺〃勲は，書名ではなく「預雷電たちの物

語」と「諸王の行状」を意味する一般的な表現と解するべきであろう。

　しかし，上のBVの引用に見られるKitdib－i　Siyar　al－mztlabfeが，たとえ類似する文献全体

を暗示する表現であったとしても，Nizafn　al－mulk著『統治の書』が，それらの文献のうち，

もっとも代表的な年三であったことは確かであろう。なぜなら，！つには，前節で述べた通

り，BVの著者と同時代の著明な文人が，その著作Rfにおいて「Hvala　Ni3am　al－mulk　Tasij

の「著作（tasanif）に含まれるκ磁δガS加7α♂一”z帰一」と明言して引用しているからであ

り，もう1つには，BVの著者〔Boldyrev；久保！988：第1章第2節］が，少なくともNM

を通じて『統治の書』の存在を知っていたはずの，AII4の著者の「弟子（§agird）」とされ

るからである19＞［BV：II，2653。ここで，さらに根拠を付け加えるなら，次節で述べるよう

に，『統治の謝所収逸話がティムール朝関連文献に散見されるからである。

3　ティムール朝関連文献に見られる『統治の書』所収逸話

通常，ペルシア語教訓文学の作品には多くの逸話が盛り込まれており，『統治の書』の場

19）Ka§ifiの没年（1504／05年）とva＄iflの生年（1485年頃）から考えて長く師事したはずはなく，

　va§ifi薗身Ka§ifiの弟子であったことはβγ中1箇所でしか述べていない。なおBVには，　K：a§ifi

　の愚子（碇ala　Ahr盆伝のRas”alzdit－i　‘aNn　al－hayditや逸話集ゐα頗’ゲ認一如〃グびの著者〉とVa§澁が

　共にいる場iも描写されている［BI／：II，192］。
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合も著者Ni珈ロa1－mulkが序文の申で「それぞれの箇所，それぞれの章に，偉大なる人々

の言になる伝承や畠山のうちから適切なものを引用した」と述べている［井谷・稲葉

（訳）12；Sfyar　：4］。これに関連してQdibzZs－ndisctaでは「逸話・珍話・滑稽談を多く暗記

しr保護者（mamdUb）の前で語る」ことが詩人にとって必用であり，また王の「側近

（nadim）」は「多くの逸話・滑稽談・奇談を座臥」せねばならないとされる£黒柳（訳）：

137，！45］。こちらの方は気晴らし・娯楽の意味合いが強いが，為政者に対する教育釣配慮

がなかったとは考え難い。いずれにせよ逸話文学はペルシア文学の根強い伝統であり，教訓

書に限っても，有名な逸話は蒔代を超えて，いくつもの作品に引用されている。

　例えば，『統治の書』に第4代正統カリフ’AII　b．　Abl－T21ibと預雷者ムハンマドの娘

Fatimaの子Husaynに関する，ある逸話が含まれている［井谷・稲葉（訳）：157；S加7：

167］。これは会食の際に給仕役のg％♂伽¢（奴隷）が誤ってHusaynの頭上に食べ物を落とし

てしまったが，9uldimが『クルアーン』の一節「怒りを抑えて人々を寛容する者」〔III－

134］を唱えると，Husaynはf私の怒りと処罰を完全に免れるように」とgnlamを奴隷身

分から解放したというものである。これはHusaynの「忍耐と寛容」を称える逸話である。

　この逸話のヴァリアントは有名な逸話集fH，モンゴル時代末期の教訓書RU，および先

述ティムール朝末期の教訓書．4ルfに収められている。fノではそもそもHusaynではなく，

その兄Hasanが主人公であり、粗相をした9Ztldimが最初はmαζbahi（厨房係）と呼ばれて

いるが，物語のあらすじ・趣旨や『クルアーン」引用がほぼ同じであるUff：178－179］。

Rβでは主人公は翫治の書』と同じく耳usaynであるが，粗根をするのは9z‘Z伽zではなく

bddima（下女）であり，詩の引用（計6bayt）もある。しかし，あらすじ・趣旨や紗ル

アーン』引用がほぼ同じである［RU：22］。　AMにも，粗相をするのが9uldimではなく

kdidim（下僕）で，詩が引用（計2　bayt）されていること以外は，非常に似た逸話が収めら

れている［AM：52］　20｝。そもそもf∫はR1とAMの参照文献に含まれ［RU：194；AM：

！79］，当該逸話における『クルアーン』引用の仕方がこの3文献でほぼ一致する。しかし，

RUと．4Mの著者はfHを参照しつつも，この物語の主人公がHasanではなく恥saynであ

ると判断する根拠を有していた。さらにAMの著者は，正絹をしたのがhadimaではなく

hdidim，すなわち女性ではなく男性であると判断しているのである。

　上の逸話の場合は，ティムール朝期の文人が畿治の書』を直接参照したと断定するには

20）　ほかにも，これに良く似た別種の逸話がfffと先述BVに望められている〔確：！50；BV：II，

　365］。こちらは，粗相をしたのが9Zl／amではなく〃2曜6α膨（厨房係〉あるいはゲ伽5磁7（配膳

　係）で，そもそも主入公がHusa臓や蒙asanではなくギペルシア皇帝（kisra＞」あるいはササン

　朝君主NU§1rvan／AnaSlrvaRことボスロー1世である。三相をしたmcttbahiあるいはゲ伽sδ♂砂

　は，紗ルアーン』の章句を匿えるのではなくt逆上して処網を指示する皇帝（あるいは

　NU§irvan）の頭上に，さらに料理をこぼして罪を重くし，自分が処刑されても皇帝の恥とならな

　いようにした。もちろん皇帝は許したという。上に取り上げた逸話のヴァリアントのように思え

　るが，ノHには両方の逸話が収められているから，起源と趣旨の異なる逸話といえる。



Ni訟m　a1－rnulk著『統治の書墨とティムール朝 49

根拠が十分ではないが，次の逸話の場合はその可能性が大きい。それは，有名なササン朝君

主NU§irvan（ホスm一亙世二在位531－579）と胡桃を植えていた老人に関する逸話である

［井谷・稲葉（訳）：165；S加7：175－176］。実をつけるまで10～20年かかる胡桃を植えて

いた90歳の老人にNU§lrvanがその理由を尋ねると，老人は「〔昔の］人々が植えてくれた

ものをわしらが食べます。わしらが植えれば£後の時代の］人々が食べるでしょう」と答

え，これが気に入ったNUSirvanから褒美をもらった，というものである。老人の答えが韻

文になっていることや褒美の金額とその単位に違いがあるが，ほぼ同じ話がBV『に収められ

ている［BV：II，365－366］。ただし，この逸話はノHにも収められており腋：282］，NU§irvan

と老人の遣り取りの詳細や，褒美が3圃（『統治の謝は2回）に分けて与えられた点で

BVはf∫に近い。しかし，『統治の書』と同じく胡桃の実をつける年数に言及していること

（BVでは30年，　fNには言及なし），褒美の単位が『統治の書』のdindirと同じく金貨を意

味するα甜⑳であること（履では銀貨を意味するdiram），褒美の合計が蹴治の書』が

3，000　dindirでBYも3，000認π痂であること（1ffでは4，000　diram）から，　B　Vの著者はノH

だけではなく『統治の書』所収バージョンにも通じていたと判断すべきであろう。

　類似する事例としては，第2代正統カリフ‘Umarが死後12年遅経て息子‘Abdu撚hの夢

に現れたという逸話［井谷・稲葉（訳）：13；Siyar：16］がある。この逸話はアクコユンル

やティムー一・ル朝の保護を受けた人物［US：IV，　607；Aslam］が，その後ウズベク政権下に

著わしたMBと，先述NMおよびKSに見られる（本稿注！3－！4参照）［MB：39；NM：xciv，

24－25；KS：II，533］。　MBでは語り手が‘Abdullah　b．Umarではなく‘Abdullah　b．　‘Abbasと

なっているが，これはおそらく，f〈Sおよび，写本によってはNllfでも，語り手が

‘Abdullah　b．‘Amr　b．‘A§となっていること［NM：24－25，　n．！1］の影響であろう。またMB

には！VMとKSの著者Gazaliへの賛辞も見られるから，　MBの著者はもっぱらNMおよび

KSを参照したかに思える。しかし，‘Umarが12年間も夢に現れることができなかった理

由に，カリフ在任心ある橋の修復を怠ったことを挙げるくだりは，NMや弼には欠けてお

り，『統治の書』と！14Bのみに見られる21）。

　さらに，今圃参照したティムール朝成立以前の著名な教訓書・逸話集（NM；／H；R9；

QdbtZs一一nama；Cahar　Maqdila；Oulistdnなど）に見られず，　B　Yのみに見られる『統治の

書』所収逸話がある22＞。それは，ブワイフ朝の‘A2ud　al－dawla（イラク統治977－983）を：主

21）　岡じく第2代正統カリフの‘Umarが郊外の夜圃りをした際に，遭遇した女性とその子供たちに

　施しを為した物語［井谷・稲葉（訳）；184－186；3加γ：194－！96］もMMとMBの両方に見られ

　る£NM：cii，115－1！8；MB：38－39］。　NMのバージョンは全体を縮約しつつもこの逸話の要点を

　押さえているが，MBのバージョンは分董が多いにも関わらず最後のVmarの三目が削られ，ま

　た登場する女性をMBのみ最初にf1人の老女（zanl　plr）」としている。しかしその一方で，こ

　の女性の子供たちが『統治の書選で主に翅と表現され，MBでも雌の語幹複数形α痂」で表現

　されているが，醐4ではもっぱら勧4盈（1箇所のみδα66σ）と表現されている。

22＞βUには輸治の書』やMVに見られない．確所収逸話［n∫：73－76］（酔っ払ってはさる有力f
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人公とする次の逸話である［井谷・稲葉（訳）：93－！03；S加7：101－112］。バグダードのあ

る商人の息子がメッカ巡礼と聖戦参加を思い立ち，処分した財産の残り20，000　dindrを2つ

の水差に入れ、信頼できるはずのカーディーに預けて旅立った。ところが，10年ぶりにバ

グダードに戻り，カーディーに2万伽2砂の返還を求めると見事にとぼけられ，途方に暮れ

ていたとき‘A2ud　al－dawlaの密偵（munhf）に出会い，‘A2ud　a1－dawlaの名案で無事に

20，000　dindirを取り返すという物語である。　B　Vには，分量的には『統治の書』の数分の1

であるが，非常に近い内容の逸話が収められている［BV：L368－370］。こちらの場合は

fある商入の息子」ではなく「ある者」，メッカ巡礼と聖戦参加ではなくルーム旅行，預けた

金額が20，000　dinarではなく5，000α5π成など細かな点での相違はあるが，為政者が自身の

財宝管理を依頼してカーディーを喜ばす，という肝心の計略は全く同じである。ただし，

BV所収逸話における為政者は，そもそもブワイフ朝の‘A2ud　al－dawlaではなく，ティムー

ル朝のUlug－beg　Mlrza（1394－！449）である。

　さらにガズナ朝のSultan　Mabmndを主入公とした次のような逸話がある〔井谷・稲葉

（訳）：104－107；Siya？’：112－1！6］。ある男が金貨2，000　dindirを錦織の袋に入れて封印をし，

カーディーに預けて旅に出た。ところが，旅から戻り袋を受け取って開けてみると中身はす

べて銅貨になっていたというのである。訴えを聞いたSultan　Mahmadは思案をめぐらし，

自らの寝具を裂いて裁縫名人の存在を突き止め，カーディーによる窃盗を立沖した。告訴人

は2，000　dindirを取り戻し，カーディーはマザーリム法廷の裁きを受けたという次第である。

BVには，分量的には3分の1程度に短縮されているが，極めて近い内容の逸話が収められ

ている［BV：1，366－368］。預けた相手がカーディーではなくrある人物」，金額が2，000

dinarではなく1，000α」7⑳，銅貨に変っていたのではなく100α57下網っていたなど細かな

点が異なるが，寝具を裂いて裁縫名人の存在を突き止めるなど，重要な要素は岡じである。

ただしこの場合も，為政者はSultan　MahmUdではなく，ティムール朝のUlug－begである。

　BVにおいて，これらの逸話が収められている部分の章題は「Ulug－beg　Mirzaに関する

話」であり，冒頭に，BV『の著者Va＄i丘がウズベク人為政者K：eldi　Mabammad　Sukanのサ

ドルとアミールの訪問を受け，以下のように出仕を求められるくだりがある。

　　Mawlana〔・・Va§ifi］の本性の気蕩さ（makarim－i　a取1aq＞や恩情の芳香（6ama’im－i　i§faq）に以下

　　のことが望まれている。すなわち，毎朝…［中略］…食事を済ませた後，主の需葉や栄えある啓

　　示の内の！0［節］（‘a§r）を読み，その吉兆が幸運を印付けられた我らの時代に満ち溢れるように

　　すること。また，教訓が含まれ訓戒が込められた，説諭の混じった物語を，それによって本甲を

　　研き天性を喜ばせるよう，披露すること。また，［Keldi　Mabammad　Sultanの3高遙なる志が，掬

　　圧された嘆願者たちや哀れな被害者たちへの審問（prusig－i　dadbVahan－i　mazlUm　va　malh負fan－1

＼　者の妻を襲いに来る男をガズナ朝のSuitan　Mahmndが直接乗り込んで処刑する話）［BV：II，

　386－388〕やtRN（およびAM）所収逸話［RH：13；AM：145］（k21srdあるいはNa§lrvanの宮

　　殿建設と土地提供を拒む老女の話）も収められている［BI／：II，　363－364］。
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　　magmam）がムハンマド（賞賛される者）のシャリーアとアフマド（叢も賞賛される者）の宗教

　　（din－u－millat）に従うことに費やされているので，審問の時に同席して助けとなり，その訴件

　　（qa2aya）がシャリーアに拠り決着するようにすること，である。［BV：1，　362－363］

要するに，①「主の言葉や栄えある啓示」すなわち『クルアーン』の内の10節を読むこと，

②f説諭の混じった物語」を披露すること，そして③「抑圧された嘆願者たちや哀れな被害

者たちへの審問」に同席して「訴件」の正しい決着に協力することを依頼されたのである。

この依頼を受諾したBVの著X”　Vasifiは，出仕後早速「賢明・公正・博識において類を見な

い」Ulug－begの「徳業や美徳（manaqib－u－fa2a’il）」の一部を披露するよう求められ［dO．：

1，364］，4つの逸話を語った。上に示したのはその内の2つであり，残り2つの内1つは

磁伽s－ndimaに見られる逸話（タバーリスターンの大カーディーが，しらを切る被告に金を

受け取ったことを白状させる物語）躍柳（訳）：115－117］を短縮したものであるが［Bγ：

1，370－371］，この場合もBV所収バージョンにおける主人公はUlug－begである。

　誤解を避けるために指摘しておくが，BV中のUlug－begに関する逸話には，十分な具体

性を持ち実話としか思えないものもある［BV：1，40－41；II，118－119］。これらに加えて，

他の為政者に関する逸話までUlu奮一begのものとした理由は，おそらく，マーワランナフル

統治において，ティムール朝為政者を模範とせんとするウズベク人為政者［Subtelny　l983］

への配慮であろう23）。Ulug－begは父S2h－rubの治世とその後あわせて半世紀もの問マー

ワランナフルに君臨したから，この地域にとって特別な存在であったにちがいない。

　以上の考察により，ティムール予期にNi％m　a1－mulk著『統治の書』の内容が十分に知

られていたと判断することができる。そうすると，Nizam　a1－mulkが書き残した実践的な忠

告がティムール朝における政治上の制度や慣習に影響を及ぼしていた，あるいはティムール

朝為政者とその周囲がNi％m　al－mulkの患告を踏まえて行動していた可能性は十分にある。

IIIイラン・イスラーム的政治文化の継承をめぐって

　1　ウラマーや修行者との交際およびこれらの者たちの保護

　前章第3節で言及したように，ティムール朝為政者を模倣する傾向のあったシャイバーン

朝初期のウズベク人為政者は，BVの著者に3つの業務を依頼した。このうち，①『クル

ァーン』の内の10節（すなわち10のdiJ，a）を読むこと，②「説諭の混じった物語」を披露

することsについては，『統治の書』「第8章：信仰，シャリーア，およびそれに類する事柄

に関して調べ通暁することについて」の以下の部分が対応している。

23＞　ただし，ブワイフ朝の‘A2ud　al－dawlaを登場させなかった理由には，シャイバーン朝が既にサ

　ファヴィー朝との対決：姿勢を明らかにし，反シーア派を明確に打ち出していたこともtつけ舶え

　るべきかもしれない。なお，BVには，ウズベク入為政者をサーマーン朝のlsma‘11，ガズナ朝の

　Sultan　Mahmttd，セルジューク朝のSanjarに喩えた賛辞も見られる［B　Y：II，386］。
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　　はた帝王は］以下のようにせねばならない。すなわち，1週問に二度か2度ウラマー（‘ulama－

　　yi　din）を自分のところに招き，盃高なる神の命令を彼らから聞き，『クルアー凋の註釈使徒

　　《神よ，彼に祝福と平安を与え給え！》についての伝承，そして公正なる膏王たちや壁書者たち

　　《彼らの上に平安あれ1》の逸話を聞くのである。［井谷・稲葉（訳）：73；S加7：79］。

ウラマーから「『クルアーン』の註釈使徒についての伝承そして公正なる帯王たちや預

幅下たちの逸話を聞く」ことは為政者にとって重要と説いている。しかも，頻度を「！週間

に1度か2度」と具体的に指示している。この忠告に対応したティムール朝為政者の行動は，

第1章第2節でも讐及したように，そもそも王朝始祖のティムールに見られ，「移動中も逗

留中もj「様々な史書や預言者たちの物語」「諸王の行状や過去の人々の伝承」を朗読させて

いたという［蜘瞬乃：455］。さらにティムールはゼウラマーや学識者たちこの上なく敬愛

し，他の誰より彼らを優先し，彼らみなに地位を与え」「彼らとの議論において公正さと上

品さがあった」という〔do．：454］。ウラマーや学識者の保護は蹴治の書』でも重視され

ており，上の引爾部に先立って「ウラマーを尊崇し，彼らの給与を国庫から支払い，禁欲家

たち（zahidan－u－parhizkaran）を尊重する」ことが義務であると説いている。

　このウラマーおよび「禁欲家」との交際や彼らの保護の義務を踏まえた習慣が，以下のよ

うに，ティムール朝最末期の君主Sultan　Husayn　Mlrzaの下で確認することができる。

　　［Suitan　Husayn　Mlrzaは］偉大なるサイイドたち，イスラーム学者たち（ulama’一i　lslam），膝の学

　　識者たち，雄弁さを印付けられた詩人たちへの配慮を怠ることなく，これらの貴き集団に鰐するT

　　要請されたことの遂行やソユルガルや恩賜の支給に関して，常に従うべき命令を下されていた。

　　週に2度籾曜霞と木曜濤にカーディ二一たちとウラマーを至高なる貴入たちの会合に招き，生じた

　　重要事を宗教指導者たちの見解に従って裁決していた。はた］ダルヴK一シュたちや隠棲者たち

　　との瞬話（＄ubbat－i　darvi§an　va　gUSa－ni§an＞や説教の会合（majalis－i　va‘Z）にしばしば足を運ん

　　だQ［HS：111］Q

このSu晦n　Husayn　Mirza（在位1469－1506）の習慣は正に『統治の書』の指示に従ったか

のように思える24）。「詩人たちへの配慮」は『統治の書』では需及されていないが，『統治の

書』より少し後の教訓書C盈伽漁σ2♂αによれば「宰相（bvaja－yi　buzurg）Nizarn　al－mulk

《神の慈悲あれ1》は詩について何の考えももたなかった。なぜなら彼は詩の知識に通じて

いなかったからで，その上平は導師（a’imma）と神秘主義者（muta＄avvifa）以外の者には

何の関心も抱かなかった」という［黒柳（訳）：247］。詩人の保護自体は当時から常識的な

ことであり，その意義はCahar　Maqdilaにおいて「王は自己の名を不滅にし，その名声を詩

集や書物に記録してくれる優れた詩人をかかすことはできない。なぜなら王に避けられぬ定

24）実際BVには「有力者たち（akabir－u－a‘ali－u－rnavall－u－a§raf）」が集まったSultan　Uusayn

　Mlrzaの絵合（mallis）」において，シャイフルイスラームを含む参会著の問で議論が行われる

　場面が描かれている〔BV：1，4921。なお，サイイドたちやウラマーの保護・統轄に従事し，彼ら

　の宮廷への出入りを取り仕切ったのが，サドル（宗務長官）である［久保1997：155－156］。
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め［：死］が達すればその軍隊・財宝・宝庫は跡形もなくなるが，その名は詩人たちの詩

によって永遠に残るからである」と説明されている［黒柳（訳）：230］。

　以上に取り上げた『統治の書』の忠告およびティムール朝王族の習慣は，おおむね，ムス

リム為政養がシャリーアに基づいて国家を運営するための努力と解することができる。しか

し，Sulta且Husayn　Mir畷と同時代の著名文人は，次のように書う。

　　ファーールス〔すなわち古代ペルシア］の諸王には，その対話の席（subbat）に賢者（hakim）たち

　　や学識者（fa2il）たちを欠かさず，彼らと相談することなしには命令を下さない，という規鵬が

　　あった。三E権の礎が正義（‘adalat）と誠（rastl）の上に遣かれていたから，彼らの團は4千年以

　　上続いたのであるa5）。［AM：164］。

つまり，上に見た『統治の劃の忠告やティムール朝王族の習慣が古代イランの伝統に拠る

という認識をほのめかしているのである。AMの後続部分では滞王が避けることのできな

い学者たちや賢者たち（ahl－i　’ilm－u－bikmat）」として，すぐれたfaqih（法学者），7z嬉々（忠

告者），tabib（医師），7フz観切吻z（天文学者・占星術師），㍍世（詩人），　nadi7n（食客）が

挙げられており〔do．：165－167］26／，これらの人々およびその職業は先述のQdibabs－ndimaや

Cahdir　Maqdilaにおいても重視されている。なお，『統治の謝には「第⑱章1王が仕事に

関して賢者（danayan），長老（plr2n）と相談することについて」も収められているが［井

谷・稲葉（訳）：115－！16；翫yα7：123－124］，この場合の相談相手は「賢者，長老，経験者

（jahandldagan）」および「長老たち，自身の味方たち（hav的vah会n），国の重匝たち（awliya’一

idawlat）」であり27），これらの者たちとの根談を重要とする根拠は，『クルアーン』や預書

者ムハンマドの行動に求められている。

　以上に見たウラマーを中心とする学識者や賢者との交際，および彼らに対する保護は，イ

ラン・イスラーム的政治文化の特徴を帯びていると轡えるが，この特徴がさらに明瞭な制

度・右回がある。それは，前章第3節末で取り上げた，ウズベク人為政者がBVの著者に依

頼した業務のうちの③f抑圧された嘆願者たちや哀れな被害者たちへの審問」に岡席して

「訴件」の正しい決着に協力すること，である。これは，いわゆるマザーリム法廷において，

25＞　イスラームと出会うまでのイランの歴史を4000年以上とする例は多い［八財：LXXV］。

26＞　この都尉の最後にギもっとも良い岡席割（jalls），もっとも良い友入（anls）は偉大な半々の著書

　や立派な人々の著作である《隣に遊より書物が良い》」と付け加えている［AM：167］。この点は本

　稿第1章第2籔で見た嬬励加〃α運営からも窺え，またナヴァーイーは統治指南の書問において

　「£公務から］解放されたら，退屈しないようfeitdibhdriaへ行き，feitdibhdinaの入々と勉強する。副

　官の誰かに適切と思う史書，特にZafarッndima［漏ZN］を朗読するよう命じる。シャイフたちの鷺

　葉や幾つかの詩集も話し合うのに悪くない」と忠告している［A4uk．：XIV，！87；Kul．：II，397b］。

27）　なお『続治の書馨には，nadi）nについてr第17章：帝王のnadimや近薫（nazdikaR），および

　彼らの仕事の段取りについて」£井谷・稲葉（訳）：112－1！4；S加7：120－122］が設けられている。

　ここでNiねm　al－mulkは，相談相手としての「nadi7nたち」とヂワズィール，属の重li巨たち，経

　験豊富な長老たち」の役割の違いを説明し，また「tabibや〃z観勿’imjカ9’　nadinzとなる場合が

　あったと述べている。
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カーディーや法学者が果たすべき役翻にほかならない（本稿注44参照）。

　2　匿統治の書』におけるマザーリム法廷とティムール期のマザーリム法廷

　マザーリム法廷は’正義の法廷。。とも呼ばれ，為政者が臣民（ra‘iyat／Pl．　ra‘aya）からの

訴えに基づいて“窟N。の不正（mazlima／Pl，　mazalim）を暴き，臣民を救い役人に懲罰を与

えることを目的とする。当然シャリーアは重視されるが，四一ディーの主催するシャリーア

法廷とは一線を画し，カーディーが被告となることも珍しくはない。起源はイスラーム化以

前のイラン（ササン朝）に求められ，早くはウマイや朝カリフ‘Abd　al－malik（位685－705）

が取り組み，アッバース朝カリフMahdi（位775－785）以降に本格化したとされる［Ef2：

MAZALIM］28）。この制度については，　Ahhamが詳しく，「第7章：不正（mazalim）の監

督」に「マザーリム法廷（majlis　a1－mazalim）」およびマザーリム「監督宮（nazir）」の任

用とその職務29＞のかなり細かな規定が見られる［湯川（訳）：183－228；Akledim：97－119〕。

　実は，この諸規定がティムール朝においても十分知られていた可能性ある。なぜなら，先

述MBの著者が初期ウズベク時代にl14Bの次に著したSz‘1勲において，　AkhamをA！zham－i

su／tdni，その著者をImam　Ab負　al－Hasan　Qa21　a1－qu2at　Mavardlと呼び，この諸規定のペル

シア語訳を引用しているからである［Sz・cltZk：215－227］30）。しかし，以下適宜ふれるように，

ティムール朝期や初期ウズベク時代にAhkdimの細かな規定が厳密に守られていたとは愚わ

れず，多分に現実的な対応が取られたと考えられる。したがって，『統治の書』の手短なが

らも具体性を持つ忠告の方が，かえって直接的な影響を及ぼした可能性がある。

　明らかにNi3am　a1－mulkは，『統治の書』において，王が自ら一義」を実践する場とし

てマザーリム法廷を重視しており，実践的な忠告を開始する最初の章，「第3章」をこれに

あて，「帝王がマザーリム法廷に出席し（mazalim　nigastan），しかるべく振る舞うことにつ

いて」と題している。ここでNi％m　aレmulkは以下のように言う。

28）我が国では松田1990が，）s．　liielseltの研究成果に基づいて，アッバース朝期からマムルーク

　朝期までのマザーリム法廷の制嘆を概観し，マムルーク朝における，同志が裁決されるまでのプ

　ロセスと直訴文の実例を考察している。

29）「マザーリム」すなわち「不正」の監督は，為政者が直接損う場合もある。なお，Akkdmによ

　れば「マザーリム監督官の任務の10種類」のうち，第1が「執政窟たち（wuiat）による臣民

　（ra‘iyat）に出する権利侵害を調べ，その不正に応じて彼らを処分する」こと，第2は「徴収官た

　ち（‘ummal）が不正に徴収した財物について」調べT「徴収官が余分に取りたてないように監督

　する」こと，第3は「諸窟庁（dawawin）の書記たち（kuttab）の任務の監視」，第4は日勤から

　給与を得ている者が「給与を減らされたり遅らされたりするような不正の被害を受けたとき」の

　対応，第5に権力や武力で「強制的に取り上げたものの返剃といった具合である［湯用（訳）：
　192’196　；　A　tzham　：　！01－103］．

30）正確には湯∫ll（訳）：184－185，191－2！9；Ahledim：97－98，100－115の訳であり，あまり丁寧では

　なく，逸話等の省略が見られる。またS配勲には，この部分の補足として，A擁hamの「第19

　章：狛罪（ブα7〆励）についての諸規則」におけるアミール（総督）の驚法権に関する解説［湯川

　（訳）：528－532；Ahfedim：273－275］のペルシア語訳も見られる［3κZ勲：227－229］。
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　　帝王は必ず次のことをなさねばならない。すなわち，週に29マザーリム法廷に幽回し（ba－

　　mazalim　ba－niSinad），不正を行う者（bidadgar）に報いを与え，公正をなし，臣民（ra‘lyat）の鷺

　　葉を自分の耳で直接聞くのである3v。また，より重要な訴件（qi§§a）については上奏がなされ，

　　［帝王が〕その1つ！つについて命令を下さねばならない。［井谷・稲葉（訳）：14；Siyar：18］

さらに「アジャムの王たち」の慣習，「1人の耳の不自由な王」の物語，およびサーマーン

朝のIsma‘ilの習慣を取り上げて三二14－！5，23－24；do．：18－19，28－29］32），為政者が直接

訴えを聞くことの重要性を説いている。この点についてNi％m　al－mulkは，第6章に見ら

れるカーディー職の説明においても，アッバース朝期のマザーリム法廷を踏まえながら本来

「帝王は自分で訴訟に関わり（qa乞ざkardan），自分で当事者たち（ba＄mゑn）の話を聞かね

ばならぬ」と述べている［同：53；do．：59］。

　Nizam　al－mulkは，上述第6章に限らず，第3章以外で何度も「マザーリム（法廷）」に

言及し，その事例・逸話を紹介しているSS）。以下，その内容をごく簡略に示す（［3内の

m一マ数字は章番号，算用数字は形式段落番号である）。

　①ササン朝のN傭rvanが主催「ムクター一や役人たち」に関する「訴人たち」に対’応［V－3］

　②アツバー・ス朝カリフMa麟rが主骨被告は財務官僚‘U搬ara　b．　Hamza［VI－5］3’｝

　③ガズナ朝のSultan　Mat　madが主催被告はカーディー〔XIIH9］

　④アッバース朝カリフMa’mmnが主催，「訴状（qis§a）」の内容に応える£XXXVI－6］

　⑤ササン朝のQubad　1世（Ntt§lrvanの父）が主催，被告は有名なマズダク〔XLIV－2］

　⑥Suitan　Mabmttdが主催，原告は債権者たる商人で被告は債務者たる王子Mas‘itd（ただし，両背

　　の揃った「法廷（majEis－i　bukin／majlis－i　qaza’）」を開くには至らない）　［XLIX－4］

　以上のように35＞，『統治の書」において，イスラーム化以前のササン干鱈主のマザーリム

法廷も取り上げられている（①，⑤）。そもそもNi％m　al－mulkはマザーリム法廷の起源を

31）　この引粥に続く部分では，原告たる「臣民」を「7nutagalli7n（訴人）たちと面4グ励（正義を

　求める者）たち」，被告たる「不正を行う者」を「4dlim（圧制をなす者）」と言い換えている。

32）「耳の不盛者な王」の物語は，後の教訓書や逸話集において，舞台を「中国（Cln）」と明記した

　形で受け継がれており〔NM：31；KS：II，536；fff：73；RU：39］，またサーマーン朝のlsma‘iE

　の物語も受け継がれている［！VA4：122－123；班：85］。

33）該当箇所に晃られるマザーリム法廷の表現としては，第3章の題臣や上記引用部と帰様の，為

　政考を主語としたba－7フiagdilinz　nis：astan（マザーーリムのために座る）のほかにmagdilim　sdktan／

　ma4alim　flardan（マザーリムを行う）があり，原告を主語としたbaッmagdlim　dimadan（マザー

　リムに来る）という表現もあり，単にrtiz－i　magdili7n（マザーリムの日）とした箇所もある

　［Siyar：44，59，116，176，　258，　326］。なお，．4操伽においては，　Siyarと嗣様の，為政春を主語と

　した］’alasa　li’1－magdilinz（マザーリムのために座る）のほかに，マザーリム監督窟を主語とした

　nα4ara　fi　al－magdlim（マザーリムを調査する）も見られる｛Aiz7edim：100－101，106，113〕。

34）　ほぼ同じ内容の逸話が界磁7ηにも収められている。ただし，被告は点じ‘Umara　b．　Hamzaで

　あるが，カリフはMan＄UtrではなくHadiである［湯川（訳）：216；Ahkdim：113］。

35）　さらに付け加えるなら，マザーリムの語が見られず内容も現実味が弱いが，Ntt§lrvanが主催し，

　「四馬」が原告で飼主の「洗濯屋」が被告という事例がある［V－14～15］。
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「アジャム［＝イラン1の賢明なる諸王」が春秋の大祭（NawrzZ2とMihragdin）の総謁見の

際に訴訟を受け付けたことに求めており，始りはササン朝初代君主のArdaSirの時としてい

る胴：51－52；do．：57］　36）。嗣様の説明は官治の書』を参照したNMにも兇られ，いず

れも内容的にはアッバース朝期の著名なアラブ文話Jabiz（Aba一‘Usman‘Amr）の著作

Kitdb　al一宇に拠ると考えられている［Perry　1978：204；NM：lxxxiii，　xcix］。『統治の書』

によれば「罪深いYazdagird［！世］の舞善代まで」は同様で［井谷・稲葉（訳〉：52；S加7：

58〕，NUgirvanのときに「7歳の子供でも手が届くような高さに鎖を取り付け，ベル

（jaras）を昂るす」という有名な措置がとられたという〔岡：47；do．：52－53］。

　イスラーム化以前のイラン世界の為政者にも賛辞を送るという姿勢は『統治の書』に～貫

しており371，特に，その名にしばしばtddi／（公正なる［者］）という語を伴うN癒rvanに対

する評価が高い。Ntt§irvanへの称賛は『統治の書』以外でも広く確認され，アッバース朝

カリフMa’manがNttglrvanの「墓所（dahma）」を整備したという逸話がAbG一‘AII

Miskawayhによるアラビア語文献に見られ，同じ話がセルジュク三期とティムール朝期の

ペルシア語教訓書にも収められている［M14：Ixxv，　lxxxix，138；AM：36］。この傾向について，

ティムール朝末期の有名な思想家・文人・詩人の‘Abd　al－rahman　Jamlは次のように言う。

　　Na§lrvanは正しい信仰（δin＞を知らなかったが，正義（‘adl）と誠（rastl）において無比の者で

　　あった。それゆえ被造物の長弾着者ムハンマド］《彼の上にもっとも優れた祈りともっとも完全

　　な祝福あれi》は自慢して「私は公正なる王の御代に生まれた」鍛と書っていた。…［中略］…

　　伝承によれば，至高なる神はダヴィデに以下の啓示を下した。それは，「自身の民に書え，『ア

　　ジャムの帝王たちのことを悪く揮うな』と。なぜなら彼らは，我が僕たちがそこで生活できるよ

　　う，正義によって世界を繁栄させたからである」というものである。［Bah，：45］

これは，為政者の場合に「正しい信仰」よりも「正義」の実践が優先され得るという考え方

を示しており，預言者ムハンマドと同時代のNaSirvanはもちろん，それ以前のイラン諸王

に対しても高い評価がTされているのである。

　以上のようなイスラーム化以前からのイランの政治文化を受け継ぐマザーリム法廷は，

36）　これに対しAhfedi7nではfペルシアの王たち（mulCik　al－Furs＞は，このような任務を王権の基

　礎（qaw2‘id　al－mulk）であり，正義の規則（qaw2nin　al一‘adDだと考えた」と述べながらも，マ

　ザーリム法廷の正式な起源をジャーヒリーヤ時代の有徳者岡盟結成の経緯に求め，「使徒ムハンマ

　ドがその盟約の場にいたことと，後にそれを支持して語ったことから，イスラームの法（bukm

　§ar‘i）となり，預言者のスンナ（fi’1　nabawl）とみなされるようになった」と説明している腸川

　（訳）　；187－191　；Akh4m　：98－leo］。

37）例えば「識者（d3na）」で「立派な行いをなし，それゆえ最後の審特のElまで彼らの名声は語

　り継がれる」とされる為政藩にAfaridUn／FaridUn，　Iskandar（アレクサンドロス），　ArdaSlr，

　NUSirvanが含まれ，また「よきワズィール」にめぐまれて「大成し（buzurg§uda）」「復活の爺

　までその名声が鳴り響く帝王」にはKaykusraw，　ManU6ihr，　Afrasiyab，　Gu§tasb，　RustamT

　Bahram　GOr，　NrkSlrvanが含まれる［井谷・門葉（訳）：75，22！－222；Siyar：8！，223－224］。

38）　このムハンマドの言葉は有名で，様々な文献に引用されている［久保2008二203，注19］。
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ティムール朝の下では，どのように実践されていたのであろうか。ティムール平田の歴史叙

述には直接的な関連記事が少なく，そもそもma4dilimの語を晃出すことすら難しいが，

ティムール期にゴ勿山冠ノフ¢α麺伽zなる法廷の存在を確認することができる39）。

　（i）［！391年ティムールはサマルカンドで］数日divdn－i〃m，a4dili7nのために（ba－dlvan－i　mazaEim＞

　　座り，被抑圧者（mazlam）たちの正義の深みに達し，不正な抑圧者（bldadgaran－i　zalim）たち

　　を十分に懲らしめた。［ZT／P：99］

この史料ZTについては，ティムール没後にSah－rub（在位1409－47）の指示の下，子・孫と

比べてモンゴル的であったティムール［久保2014b］の事蹟の叙述に，若干の意図が働いて

いることが指摘されている［Woods！987：97－99〕。剛莱に改編された後Sah－ruhに献呈さ

れたMT［do．：89］には，以下のように，ティムールの息子やティムールと同時代のテユ

ルク系為政者のdivdin’i　7na4dili7nに関する雷門が3例見られる。

　（ii）£ファールスの統治者となったティムールの息子‘Umar　Saybは］領地の法（qanan－i　malnlakat）

　　を正義に基づいて定めtξハディーースを伝えた3高貴な教友だちに支えられた正義の座（masnad－i

　　‘adl）をdivan－i　magdilimに広げさせた。［MT：428］

　（iil）［カラウナスの指導者Amir　Qaz確anの孫でテイムールの盟友Amlr　Husaynは］鋼の棍棒

　　（6umaq）を手に持ってdivdin－i　inagdili”iに（dar　divan－i　mazalim）座っていた。［do．：264］

　（iv）［モグールのハンUi2r球Vala　Uglanの後見人Mlrak　Aqaは］ベールで〔窩身を1覆って

　　（muqanna‘一pO§）divdn－i　fnagdilimに（bar　divaR－i　maZalim＞座っていた。［do．：13！］

上の例，特に（iii）と（iv）から判断して，ティムール期の中央アジア・イランにおけるマ

ザーリム法廷の安定的開催は常識的なものといえよう。また（iii）と（iv）に児られる，為

政者が「divan－i　ma4di／imに座る（dar／bar　dlvan－i　ma121im　niSastan）」という表現は，先の

（i）の例も含め，『統治の書』“？　A操hamに見られる「マザーリムのために座る（ba－

inaZalim　niSastan／jalasa　li’1－maZalim）」という表現（本稿注33参照）に通じている。とこ

ろが，ティムールのdivdn－i　7na4dili7n　e：ついては，以下のような記事も存在する。

　（v）以下のような世界が従うべき［ティムールの］勅命（yarh9－i’aEam－rnuta」）が劇された。すな

　　わち，岡Ei中に［反逆の嫌疑でアミールのl　Kaybusraw耳uttalanlを捕らえ，　divd〃一i　ma4dilimに

39）divdnという語は元々治帳・冊予」を表し，（r詩集」の語義は別にして）初期イスラーム時代

　にはアラブ戦士の「俸給台脹」を指し，やがてササン朝に起源を求め得る「窟庁」を表すようにな

　り，アッバース朝の下でdivdin　al－ma4alim（マザーリム庁）の存在を確認できる［班2：DIWAN］。

　しかし，遊牧テユルク・モンゴル的な慣習の根強い政権においてdivdinは，特に人の組織を意味し

　ており，ティムール朝では財務管理組織を指す場合を除いて，主に各種の「評議機関」を指してい

　る〔久保2014a：213－214］。本稿では，マザーリム法廷や後述ヤルグ法廷に関連するdithnはロー

　マ字転写のまま，申言政府の財務管理組織（通常divdin－i　7ndil／divan－i　a　‘ldi）や各種評議機関の

　場合は「ディーワーン」あるいは「～庁」と表詑する。なお，現代ペルシア語においてdfvanは主に

　「裁判所・法廷」を意味するが，F．　Steingass編のペルシア語辞典では4磁7z廊吻7zという慣用句

　にto　hold　a　coz〃ncil（評議会を開く）という訳語があてられ，　A．　K．　Bopo8KO3編のウズベク語辞

　典では，歴史用語としての∂eeoκの訳語にeocy∂apcmeeκHbea　CO6em（国家評議会）が見られる。
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　　出廷させ，ノヤンたちやアミールたちが彼に対してヤルグ審問を行う（ba－yargtt－yi　U　ba－

　　pursand）というものである。［即Y：148b］

divdn－i　ma2dilimにおいて「ノヤンたちやアミールたち」による「ヤルグ審問」なるものが

行われていたのである。この「ヤルグ審問」はt以下のように，divdinwwi　mα4di／imよりも

4勿伽ゴ荒鍬饗と表現される場において，数多く行われている。

　（vi）［ティムールの］至蕩なる命令が幽され，　Alanjaq近郊で生じたグルジア人たちとの戦闘におい

　　て過ちを臆したAmirzada　Mlran一同簸鷹下のアミールたちに，　divdin－i　buzurgにおいて（dar

　　divan－i　buzurg＞，ヤルグ審問が行われた（yargtt　pursldand）。…沖略］…［2人のアミールは3

　　ヤサ（yasaq）の棒であちこち打たれた。…［中略］…［もっとも逃亡したアミールは］処刑する

　　（ba－yasaq　rasaaand）よう指示があった。£dα：356a⊃

　（vii）［シーラーズで騒動を起こした］上述の王子（amirzada）［Plr－Mabammad　b．　‘Umar－Sayb］に，

　　divdn－i　bz‘zz〃rgにおいて，ヤルグ審問が行われ（yargO　purslda），彼はヤサの棒で打たれた。［そ

　　の後3枷を外され解放された。［do．：365a］

　（viii）彼〔＝叛意を示した王子Iskandar　b，‘Umar－Sayh3に，　divan－i　buzurgにおいて，ヤルグ審問

　　が行われ（yargU　pursida），彼はヤサの棒で打たれた。［その後］枷を外され解放された。［do．：

　　398a］

　（lx）直ちに以下のようなこティムールの］命令が出され，［その］集団［皿謀反を企てたサマルカン

　　ドの有力者たち］が拘束された状態で御前に引っ立てられ，divdn－i　bZtzz〃rgで（sar－i　dlvan－i

　　buzurg）ヤルグ［審問3が行われた（yarga　da6tand）。［MT：4H］

事例（vil）と（viii）で王子が対象とされ，（ix）では遊牧テユルク・モンゴル系ではなくイラ

ン系定住罠の代表者たちが対象となっているが，この点はマザーリム法廷か否かに直接は関

わらない。問題は，史料ZIV／YとMl’はSah－rub期に完成・改編された史書であり，ティ

ムールの異教的要素を排除する傾向が想定される［Woods　1987：104－le5］にも関わらず，

事例（vD～（viii）では「ヤルグ審問」の結果fヤサの棒で打つ」，つまりヤサによる棒打ち

の刑というモンゴル的な刑罰が与えられていることである。また，上の4事例におけるfヤ

ルグ審問」は，もっぱら被告に対する審問を指しており，審問を行う理由が，いずれも被告

の政治的策謀や軍事行動にある。富の不正を暴き懲罰を与える鰹的で，まずは原告たる臣民

に審問するマザーリム法廷の手続きとは，一線を画すると言わざるを得ない。

　ヂヤルグ審問」は，さらに，6勿伽一i　ma多alimでもdivdn－i　bueblrgでもなく，単にdivan

とのみ表現された場でも行われている。

　（x）以下の［ティムールの］命令が畠された。すなわち，彼卜反逆したアミール！jajjl　Beg］を

　　divdinに連れて行き，　Amlr　Hajjl　Sayf　aE－dinに彼のヤルグ審問を行わせるというものである

　　（yarga－yi　a－ra　ba－pursad）。・一［中略1…彼は処刑された（ba一　yasaq　rasanldand）。［ZT／P：88－

　　89］

　（xi）［ティムールは］自らdivtinに（dar　diivan）座り，入を遣って名の挙がった者たち［u・サマル
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　　カンドの有力者を含む，反逆を企てた者5名］を呼び寄せ，御前でヤルグ審問を行わせた（dar

　　hu2Ur　yarga－yi　2n　pursidand）．　［do．　：　31　；　MT　：　299］’iO’

事例（x）は事例（v）と隅じく，「ヤルグ審問」はティムールが直接行うのではなく，

ティムール臨席のもと，その三下のアミールによって行われたことを示している。

　ティムールの下で，主にdivdin－i　bu2urgやdivtzn（まれにdivan－i　ma4di／im）と呼ばれる

場で行われた「ヤルグ審問」とは，いかなる法廷における，いかなる手続きであったのであ

ろうか。実は，Sah－rub期に著わされたZTにおいて，ティムールの下に「ヤルグとヤサの

法廷（mahkama－yi　yar郎va　yasaq）jなるものの存在が言及されている［ZT／P：99］。

　3　モンゴル蒋代からティムール朝期にかけてのヤルグ法廷

　そもそも「ヤルグ（yargtt／yargO〈yargu）」とは，　G、　Doerferによれば「（モンゴルの）法

廷，裁判の審理，尋問・審問（場合によっては拷問を伴う懲罰）」であり，チャガタイ語辞

典SαフzgZ⑳によれば「正義を求める騒動（皇ulU－u－9awga－yi　dadhVah），裁判（mubakama），

訴えや争い（da‘va　va　niza‘）」とする。　S伽g♂⑳の説明はマザーリム法廷に通じるが，前節

で取り上げた二三では，そもそも糊廷の理由が臣民からの訴えではなく，また「ヤルグ審

問」は原告ではなく被告に対する審問である。なお，この語の元となるテユルク語動詞

yar一は，　S砺gZ勿によると，ペルシア語の動詞勲⑳απ（ほどく・裂く・割る〉にあたる。

　上に示したティムール朝期の史料の引用において，主に「～にヤルグ審問を行う」と訳し

た表現は，feasi－rdi　yar9露Pzcrsltdαnおよび（ba一ノyarga－yi　kasi　Pursidαfz（lcasiは不特定の

「人」），文字通りには「～にヤルグを尋ねる」であり，yαrgab　Pursidanをf（モンゴル式の）

法廷審問を行う」という意味の複合動詞と見なすことができる。モンゴル三代の史料fTで

は，上の表現に加えて，んα∫計短頭稽廊4鷹伽および頭噌露一画々α舘4観砺，つまり「～（のた

め）にヤルグを持つjという表現も見られ［f：T：834，1155，1503］，この場合も頭慮zZ面伽7z

を汽モンゴル式の）法廷を開く／裁判を行う」という意味の複合動詞と見なすことができ

る。また同じノ’Tにg励ガッα㎏露（ヤルグのとき）を／zingdim－i　tafah！zus（調査のとき）に雷

い換えたと思える箇所もあるLIT：685］。通常の用法においてヤルグはヂ（モンゴル式）法

廷での審問」や「（モンゴル式の）法廷・裁判」そのものを指すと考えてよかろう。

　即Yの序文に晃られる伝承では，そもそも「ヤルグ審問の規則は彼［＝Nahの子にし

てテユルクの祖（aba　al－turk）Yafi§の第4子RGs］が定めた（rasm－i　yargU　pursldan　U

nihad）」とされ［Zi＞／Y：！6b］，チンギス・ハンはドヤルグとヤサの諸規定の樹立（iqamat－i

marasim－i　yarga　va　yasaq）にこの上なく尽力し，その詳細の遵守を強調することを義務と

毘なし，いかなる点も疎かにしなかった」と伝えられている［do．：75a〕。このチンギス・

40）訳文はZT／Pに従っている。！14Tにもほぼ岡じ記事が見られるが，　divanがdivdin－iα㍑，

　yargzZ一ッ短η加73忽α714がッα㎏灘∫（おそらくyargzZ－3，iの誤り）din－rdi　d8s”tandとなっている。
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ハンの義弟・患臣シギ・クトゥクに関してfTには以下のような記事が見られる。

　　［シギ・クトゥクは3ヤルグ審問を正しく行っていた。油入たちにたいそう配慮していた。［罪人

　　たちの］恐怖や恐れゆえに結審することのないよう，書棚を繰り返していた。「怖れずに本当のこ

　　とを言え」と言っていた。yδ㎏液たちの調べで以下のことがよく知られるようになった。すなわ

　　ち，その当時からこの時代まで，モンゴルの住む領域とその周縁部（vilayat－i　mugalistan　va　an

　　hudUd）において，ヤルグの基礎は彼のやり方や方法に基づいているのである。〔fT：84］

モンゴル人たちの問でシギ・クトゥクによるヤルグ審問の方法が長く受け継がれたことが判

る。上の引用に見られる頭噌顧は，「ヤルグ」の語にテユルク語の接尾辞ゼz／一あが付い

て形成された語であるが，この頭骨麟についてもシギ・クトゥクに関する情報が重要であ

る41）。チンギス・ハン期に詳しい『元朝秘史』には以下のように記されている。

　　［チンギス・ハンはコ「普き民人の盗人をいましめ，偽言を白状せしめ，心なさるべき理もてる者

　　を死なしめよ。罰せしめらるる理もてる者を罰せしめよ」と云って［シギ・ク5ウクを3最高の

　　断層蜜に任じた（すべての上の如γγz4［＝翼㎏屑を任せた）。また「普き人衆の分け前を分かちた

　　るを，訴えを裁断したるを，青き冊条（k6k6　debter）1こ書き写し冊子となし，子々孫々に到るま

　　で，シギ・クトゥクが我に議りて，理に則り青き文書を自き紙に登録せしを改めしむるなかるべ

　　し。改めしむる人々は罪ある者たらしめよ」と勅があった。［小澤（訳）：下，64－65，第203節⊃

シギ・クトゥクはチンギス・ハンから直々にヤルグ長官に任じられていたのである。またモ

ンゴル法廷において議事録の記録と保管が非常に重視されていたことも判る。なお，『元朝

秘史』漢語版ではやルグに「断事」の語が当てられている。

　イルハン朝の制度の多くを継承したと考えられるジャライル朝期の文書呼集の申に「偉

大なるオルドゥ（urda－yi　mu‘azzam）」における「ヤルグ・アミール（amlr－i頭r郎）」［・t

頭稽z癖たちの長］の任命書例3点が収められている〔DK：29－35］。それによると，「ヤル

グ（制度）jは「チンギス・ハンの国家とモンゴル諸王（sala頁鷺一i　mugUDによって」確立

され，ヂモンゴル・アミールたち（umara’一i　mugal）とその兵士たちが従わざるを得ない」

ものである。また「イスラーム教徒たち（ahl－i　Islam）」が「高貴なるシャリーアに拠るの

と正に岡様に」，「モンゴル諸族（aqvam）は訴件においてヤルグに拠ってきており，現在ま

でその方法を継続し，その法（qanan）を確かなものとしている」という。そしてヤルグ・

アミールの職務は，「モンゴル子たちの訴件の調査」およびその訴件をヂチンギス・ハンの

qntdigzz－bilife42）とカアンの命令（ahkam－i　qaani）を’亡・得ヤルグの裁定（fa＄1－i／fay§al－i

41）　ティムール朝期にもy6㎏z癖の存在は確認でき，　Mte　‘i2zに家臣のリストが晃られるティムール

　朝王族29名のうち，8名（Pir－Mubammad　b．‘Umar－Sayb；Rustam　b．‘UmanSayb；Sa‘d　Vaqqa§

　b．　Jahangir　l　Plr一］VEubari］mad　b．　Jahanglr　I　Ijii　b，　Miran－gah；Sah－rub；Ulug－beg　b．　Sah－rub　I

　Ibrahim　Sultan　b．　Sah－rub）の下に錘㎏雁（正確にはαηzJ7ヅ即諾虎fヤルグ・アミール」）の存在

　を確認できる〔Mu　‘iz2：！03a，！05b，！18a，！20a，！29b，133b，138b，142a］。ただしTティムール朝期

　の夕4慮配」およびamir一三δ㎏露の職務内容に関する情報はない。

42＞qabtditgab－bilikなる語句は，有名なYGsuf　ua＄＄Hajibによるカラハン朝テユルク語の教訓書／
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y2ygaha）においてそれを利用し」，「ヤルグの法とヤサの規則（qanUn－i　yarga　va　qa‘ida－yi

yas2q）」や「チンギス・ハンのヤサの法（qanttn－i　yasa－u－yasaq）」や「正義とヤサの法

（qanan－i　mざadalat　va　yasaq＞」に基づいて裁定することであるという。

　なお，ヤルグ・アミールには「従者（nawkar）たち」が仕えており，「ヤルグ証書の書記

（katib）」もいて，結審すると「ヤルグ証書（yargU－nama）」が発行される。また，「4磁7zゴ

頭噌滋（ヤルグ法廷）に臨む係争者たちは，彼［＝ヤルグ・アミールヨとその従者たちとや

ルグ証書の書記（katib）に，彼らが自身の業務の経費に費やしその仕事の処理に従事でき

るよう，決まり通りの規定［の料金］（rasm）を保証する」とある。

　以上のように，ヤルグ・アミールはモンゴル人の間の訴件に対処しており，このモンゴル

法廷はシャリーア法廷とは明確に区別されるものである。しかし，興味深いことに，このモ

ンゴル法廷も，ティムール期のマザーリム法廷divdin－i　magalimと同じく，divdnの語を用

いて4勿伽ヅ頭恕露（ヤルグ法廷）と表現されている。実際為政者が主催した場合のモン

ゴル法廷とマザーリム法廷は，厳密には区別されない場合があった可能性が大きい。岡じ

DK所収の「ウルス・アミール（amfr－i　ulOs）」の任命三三2例に以下のくだりがある。

　　毎週21il偉大なる王宮（kiryas－i　mu‘a翼arR）で，ワズィールたち，カーディーたち，重臣たち

　　（arkan－i　dawlat）と共にdivdin－i　ma3ali〃nにおいて訴件の審理に従事し，シャリーアと正義

　　（ma‘adalat＞とやサ（y2s2－u－yasaq）によって処断し，圧制者（Zらlim）より被抑圧者への公正

　　（dAd－i　mazlam）を，治政者（晦kim）より被治者の権利（haqq－i　mahkam）を守り，己の麗しい

　　努力が創造霊と被造物によって称賛されるようにせよ。£do．：15－16；本田！99！：88－89］

巌該法廷をdivtznnvi　ma4tzlimと呼びながら，その規範として「シャリーアと正義」に「ヤ

サ」が付け加えられている。このほかワズィールの任命書第2例にも「週に！臼ウルス・ア

ミールたち，カーディーたち，イマー一一ムたちと共にdivdin－i　ma4dlimにおいてモンゴル入と

タジク人とその他の人々の訴件の調査（tafahhu＄一i　qa2aya）に従事する」とあるから

［1）K：843纈，ここで雷うdivtzn－i　magdilimはモンゴル人とムスリム定住民の両方に対応し

ていたことになる。したがって，モンゴル時代にはdivdi7z－i　7na4dili7nが為政者の主催する

4勿伽ゼ頭顧を兼ねる場合があったに違いなく，おそらくこの慣習により，前節の事例

（v）でティムールのdivan－i　magdilimにおいてヤルグ審問が行われたのであろう。

　『元朝秘史』はもちろん，ノTにもモンゴル人為政者主催のマザーリム法廷への雷及はない

が，ティムール朝期の史料に，ガザン・ハンについて，以下のように伝えられている。

Xa

　Qutadg’u－bilig［間野1984］を連想させる。しかし，おそらくこの語句は特定の文献を指すのでは

　　なく，チンギス・ハンが規則・制度を考案・整備することによって伝えた，文字通り，モンゴル

　　にとっての「幸福の知恵」を意味していると考えられる。

43）　ジャライル朝下の地方政府においてもdivdin－i　ina4dili7nが醐かれていたようで，エ）Kの「崖制

　者から被抑圧者に権利を返すこと（istirdad－i加qαq）について」の第2例では，スルター八一ヤ

　　の統治に関わる考たちに「週に1日divan－i　ma4dlimにおいて人々の訴件の調査に従事する」よ

　　う命じている［∠）K：326］。
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　　週に2圃大モスク（maslid－i　jami‘）において以下のようにdivdin一が辮α舞伽z［を躍くこと3を定め

　　ていた。すなわち，息子の1人とアミールたちとワズィールたちが集まり，イスラームのカー

　　ディーを出庸させ，［これらの者たちが］弱者たち（‘ajaza）や困窮出たち（masakln）の訴件につ

　　いて審問していたのである。£MT：138〕

これは一児文字通りのマザーリム法廷と思われ，カーディーに重要な任務が与えられている

点も，「カーディーたちは全て帝王の代理（n頴b）である」という『統治の書』の忠告［井

谷・稲葉（訳）：53；S加7：59］に合致している。しかし，カーディーのほかに君主の「息

子の！人とアミールたちとワズィールたち」も出席して「弱者たちや困窮者たち」に対する

審問を行っており，典型的なマザーリム法廷というわけでもなさそうである44）。

　ティムール朝サマルカンド政権出身のバーブルは，1506年滅亡寸前の同王朝ヘラート政

権の王子たちとムルガーブ河岸で会見した際に，以下のような考えが浮かんだという。

　　かつて我々の祖先（ata－aga）はチンギス［・ハン3の慣習（t6ra）を不思議なほど順守していた。

　　会含（majlis）でもdivdinでも祝宴（toy）でも食事を始めるときや終えるときも慣習に反するこ

　　とはなさなかった。〔しかし］チンギス・ハンの慣習は人が必ず従わねばならない金科玉条

　　（na＄§一i　qa‡i‘）ではない。［BA「：291－292；聞野200！：94－954門

ここでバーブルの雷うdivanはモンゴル法廷（ヤルグ法廷）が開かれる場を指している可能

性が大きく，チンギス・ハンとシギ・クトゥク以来の慣習が久しく守られたことが窺える。

また，バーブルは革新的な考えを述べてはいるが，彼をそのような考えに至らしめたはずの

ヘラーート政権のティムール朝王族の間で，「ティムールの慣習（t6r該）」と並んで「チンギ

ス・ハンのヤサ」が重んじられていたのである［久保2014a：220］。

　しかしその一方で，．14！！年にSah－rubがyargabと遊i牧テユルク・モンゴル的な慣習

（t6ra）を廃止したとされ〔Subtelny　2007：25］，1412／13年目明朝皇帝宛親書においても

Sah－rubは「翼㎏震とチンギス・ハンの諸規則（qava‘id＞は除去されている」と主張してい

る［ZT／T：467］。もっとも，ティムール朝をよく知る当時のムスリム知識人（野田狛の著

者）は，これを全く信用しなかったという［Subtelny　2007：26］。以下は上の事態から数年

を経た頃の状況を伝えている。

　　［1416／17年Sah－r癩は息子のBaysungur　Mirzaが］divdnのために（ba－dlvan＞座り，磁4ゲ励

　　（嘆願者・訴人）たちへの正義と被抑圧者（mazlttm）たちへの公正を圧制干たちから取り返すよ

　　うお定めになった。親王殿下（ha2rat－i　Sahzada）は…［中略］…divdinの玉座（sarir）を窟身の

44＞A蝕hamによると，正式な「マザーリム法廷（majlis　al－mazaiim）」は「警備兵（humat）と執

　達吏（a‘wan）⊥「カーディーその他の裁判宮①ukk浸m）」，「法学者たち（fuqaha）」，「書記たち

　（kuttab）⊥「証人たち（§uhUd）」，そして（為政者自身の場合もある〉「マザーリム監督官」に

　よって構成される〔湯冷（訳）：191－ig2；！41z廟フ7z：圭OO］。上の引用都の場合，財主のヂ息子の1

　人」が「マザーリム監督官」の位｛置付けにあったとしても，「アミールたちとワズィールたち」が

　審問に参加している点がAkhamの規定に合致していない。

45）　1981年財リエンFj　23（2）初出。なお，逐一注記はしないが，本稿においてBNを引溺す

　る際には必ず間野1998および岡20遷一2015の訳文を参照している。
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　　鋼来によって飾り，時には臣民たちが訴える事案（qa21ya－yi　da‘va－yi　ra’2ya）に：耳を傾けt…

　　［中賂］…また時には悪しき考えの圧制者たちや悪しき性質の抑圧者Cavan）たちに憤怒と立腹の

　　視線を投げかけ，それぞれの罪や過ちの程度に応じて命令を下していた。［ZT／T；629］

これは，慰主のSah－rubが息子のBaysungurにマザーリム法廷を主催させた（あるいはマ

ザーリム監督官に任命した）ことを伝えており，「ヤルグ」や「ヤサ」などモンゴル法廷を

思わせるものへの即妙はない。しかし，肝心のSah－rubについて以下の記事が見られる。

　　［1427年サマルカンドにおいてS2h－rulpが1その出来事〔讐対Baraq　Uglan戦での敗北／の説明

　　を求め，一邸のマーワランナフルのアミールたちが有罪となった。彼らは漉〃伽ゴσ㍑46｝において

　　ヤサの棒（6ab－i　yasaq）で打たれた。［Mat／a‘：II，　387］　’t7｝

これはやルグ法廷にほかならない。そもそもM薦忽（Sah－rubの条は1427年完成）によれ

ば，Sah－r晦（とその息子たちの）鷹下に頭㎏顧が存在したのである（本稿注41参照）。

　Sah－r頗没後の事例としては，　AbO　al－qasim　Babur治下，それぞれの「所領（suyargal）」

の接する2人のアミールの間で「ちっぽけな村（muhaqqar　qarya）のことで争いが生じ⊥

「揃って4勿61z一詔㍑に赴くにまで至った」という［f14atla‘：II，778］。またAba－Sa’ld治下

のヘラートで，この鴛主の2人の息子（Sultan　M蜘ammadと上述鴛主とは別のSah－rub）

が「4勿伽ゼα㍑において」敵前逃亡の餐で拘束申の有力アミールに「重要事を審問し

くpursida）」，その結果を遠征中の父親に報皆したという［漁晦‘二II，9563。

　以上の2例は遊牧テユルク・モンゴル系の人々を対象としたやルグ法廷と考えるべきであ

る。結局Sah－ruhの改革は「ヤルグ」という語を遠ざけたに留まり，　divdfZにおけるヤルグ

審問ひいてはヤルグ法廷は残存していたと考えられる。

　そしてティムール朝末期ですら，ある裁判の叙述において「ヤルグjの語が見られるよう

な状況であった。それは時の権力者Hvala　Mald　al－dln　Muhammad　Hv菰の不正を暴く裁判

であり［Subtelny　2007：95－99］，同時代史料に以下のように記されている。

　　〔ヘラート政権の君主Sul⑫n翠usayn　Mirzaの再従兄剃Mlrza　Sultan　Abmadと最有力のアミール

　　たち（a‘azim－i　umara’）とワズィールたちがdivanに（bar　sar－i　divan）座り，ヤルグ審問のため

　　（jihat－i　prus亙dan－i　yarga）重い鎖をつけたHvaja［Majd　al－dln　Muhammad　ljvafi］を連れて来させ

　　たが，その場の人々　（hu22ar－i　majlis）は，ワズィール職にあった耳Vaja　‘lmad　aE－lslamを除いて，

　　誰もかの翻下に対して起立しなかった。〔DV：412－413］

46）　ティムール朝の主要史料において中央政府の「財務庁（divan－i　mal）」を指すはずのdivdin－i

　α㍑が，Mat／a‘においては，この後の引用にも見られるように，法廷の開かれる場を指す場合が

　多い。逆に，主に法廷の鵬かれる場を指すはずの4勿伽ゴ伽2z‘蟹（前節に既出）が，　Matla‘では，

　「財務庁」を指す場合があり，「［テユルク系有力アミールが3divdn－i　bu2z〃rgにおいて偉大なるア

　ミールたちの輪の中で捺印なされた」という表現が見られる〔Matla‘：II，　873］。ただし，　divdin－i

　a‘ldiが明らかに「財務庁」を指している場合もある［Matla‘：II，　445，　929，　etc．］。なお，　M7’にお

　いても法廷機能を持つdivdnをdivan－i　a　‘ltzと表現している箇所がある［MT：299］。

47）ZTに基づくf14atla‘の記述は，第2巻377頁までであるから［久保2014：注71］，この引用都

　は，Z7「に拠らない，おそらくMatla‘独自の記述である。
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このdivanではその目的が「ヤルグ審剛と明言されており，畷有力のアミールたちとワ

ズィールたち」が列席し，被告はタジク系財務官僚であるが，この人物は本来テユルクが関

わるべき業務に従事していた［DV：401－402；久保1997：162コ。やはりヤルグ法廷はティ

ムール朝末期まで残存しており，為政者の下でのヤルグ法廷は，マザーリム法廷と同じく，

主にdivdinと表現される場で開かれていたと考えるべきであろう。

　4　ティムール朝におけるd勿伽と6初伽短πα

　前々節と前節を通じて，ヤルグ法廷とマザーリム法廷の両方の場となり得るものとして，

divdn－i　buzurgあるいはdivdn（まれにdivdnwwi　a　‘laやdz”vdin－i　magalim）の存在を確i認した。

このようなdivdinについては，以下のBArの記述〔安藤1994：124〕が重要である。

　　£ティムールは最初の蒼都シャフリサブズにおいて］自身がdivdinに座す（dlvan　oiturur）ために

　　1つの大きなρ廓勾（前撚にア・・一mチ状部分をもつ建造物），またその右側と左側に［それぞれ］ト

　　ヴァチのべグたちとディーワーンのべグたちが座って漉確7z審問をするために（divan　sorar　U6Un）

　　2つの小さめの（kidkrak）ヵ醜勾を建てた。またそこで審問される人々　（sorun　di）が座るためにT

　　この4勿伽々伽αの各辺に（har　2ii‘ida）ごく小さな（kiこik－ki6ik）吻δα（アーチ状部分を持つ小建

　　造物）を建てた。［BN：74－75］

ここで言及されているゴ勿醜では「4勿磁審問」なるものが行われ，マザーリム法廷とヤル

グ法廷両方の場となり得ることが判る。重要なのは，ティムール朝慰物の下で行政機構の最

上位にあった，σ痂7αZ嘔”zα7ゴを含むヂトヴァチのべグ［顯軍務庁のアミール］たち」と

「ディーワーンのべグ［瓢財務庁のアミール3たち」［久保1997：159，図2］が列席してい

ることである。そして，divanが開かれる具体的な場所は伽盈麓麗と呼ばれている。

　このほかティムール朝期のdivtznbdnaに関する情報としては，「Sultan　Aba－Sa‘id　Mirza

のdivdnkanaがあった［ヘラートの］Bag－i　Sahr」に「dadk”dih（嘆願者・訴人）たちが事

情を上奏している場所」がありTその時のmojlis（会合）に君主と干瓢αた配伽らウラ

マーが在席していたという［BV：II，　320－32！］。またS賦an　Husayn治世，サドルを陥れる

ための君主宛偽造文書がヘラートのdivanktznaに投げ込まれ，嶺時ダルガであった王子の下

に届いたという［BV：II，375］。さらに前節末に言及したUv2ja　Majd　al－din　Muhammad

Hvafiに対する「ヤルグ審剛の際「アミールたちとワズィールたちと重臣たち（arkan－i

dawlat）と近臣たち（muqarraban－u－16kiyan）がBag－i　Jahan－araの4勿伽如7zαに座った」

とあり，またこの法廷を「その77勿傭」とも呼んでいる［as：197］。以上の例から，

divankanaはマザーリム法廷とヤルグ法廷両方の場となり得るゴ勿伽の開催場所であること，

および，そもそもdivjnが〃吻傭と言い換え可能な会合を指していることが判る。

　以上のdivdinbdinaは，いずれも首都における中央君主の常駐地に設置されていたもので

あるが，以下のように，地方政府のdivdinL2dnaへの書及例もある。

　　［1451－53年ケルマーンの統治9’　Sayyid　Mlrak　Sirvanlは］Mawlanaの城塞（qal‘a）と4勿伽加7zα
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　　と宮殿（qasr）とFlrCizlの玉座などを建設した。すべての農夫たち（muzari‘an）と町人たち

　　（mardum－i§ahr＞は常に夫役（qalaR－u－bigar）に従事した。〔1’T∫：124］

この事例は，先に雷及したティムールによる建造物に限らず，divanhdnaが立派な建造物た

り得たこと示している。これに関連して，ティムールが遠征先のアレッポ近郊で「そのわず

かな期問にかの陛下が下馬するためにdivanLzdinaを建設し」，　f王子（§ahzada）たち」と

「アミールたちや重臣たちも自身のために住居（b3na）を造った」という［卿S：229；

勿＞7Y：376b］。この場合のdivdin！zdnαは簡素な建物であったと思われる。しかし通常，遠

征・夏営の際に使薦するdivdinψdinaは，ほかならぬ天幕であった。

　　£1506年Sultan耳usayn　Mlrzaの病状が悪化する中］犠牲祭（‘id－i　a2ha）の霞の朝［Sultan

　　Husaynの長男3　Badl‘al－zaman　Mlrzaは吉兆なるオルドゥにお越しになりt他の王子たちとア

　　ミールたちとワズィールたちが祭日の礼拝をするために如㎎盈が伽伽勧～α（divdinkdi〃aたる大天

　　幕4門に集まって来た。［溺：IV，　318］

これは，ヘラート政権の王族が，ムルガーブ河岸で対ウズベク遠征に備えていた時のことで

あり，「王子たちとアミールたちとワズィールたち」は「祭Kの礼拝」を行う目的で集まっ

ている。Su1㌻an　Husayn没後，先述のように，バーブルが彼らに合流するが，バーブルは

Badl‘a1－zaman　Mir譲の「筥門（e§ik）に下馬し」，その後「divanbdnaたる天幕（δy）」を

訪れ，歓待を受けている〔BN：290－29！］49＞。さらに，地方政府でも隅様の例が見られる。

　　翌Elの朝［Su1‡an　Husaynの慰子でバルブの統治者Bad豆‘aレzaman　Mirzaの］以下のような気高い

　　命令が出された。すなわち，すべてのアミールたちと璽臣1たちは［反逆者］M噂ammad　BaΦ

　　Tarbanの重要事を相談するためkargalz－i　divdinkdinaに集まるというものである。［HS：IV：296］

この場e，　divanhdinaにおける会合は，反逆者への対処という，明らかに政治・軍事上の問

題を話し合う場となっている。

　以上の例からdivdinhdinaが政庁的な役割を果たし，マザーリム法廷やヤルグ法廷が開か

れるだけでなく，王族と有力なアミールたちやワズィールたちが揃い，祭日の礼拝や賓客の

歓待，さらには政治・軍事上の重要事の審議も行っていたことが判る。これはおそらく

divdinの機能そのものと深く関わっているであろう。厳密にはティムール朝滅亡後のことに

なるが，以下のように，バーブルの下でも興味深いdivdnの事例を確認することができる。

　（i）［1526年バーブルは］月曜ff　divdinの日に膚力者たち（akabir－u－a§raf＞とアミールたちとワ

48＞Iiargdihと呼ばれる大天幕は細密画に描かれている場合がある。例えば，聾88年Su1⑳耳usay聡

　Mlrzaの宴の情景を描いた細密画において，先述Bag－i　Jahan－araに建設されたqasア（あるいは

　々戸々）とその右横にいるSu晦n班usaynの向こうに，大きな天幕が設営されており，その入1コの

　扉に4αγゼ加㎎効（々曜g訪の戸）という書込みがある［Lentz＆Lowry：260］。

49）divdinZidnaは公務以外でも為政者に利用されたようでT　ffSには，ティムール朝末期のカーブル

　において全ての霊要事の決定権をもっていたSlram　Zaka（名目上の為政者はまだ幼いMlrza

　‘Abd　al－razzaq　b，　Ulu鋤beg　b．　Aba－Sa‘　id）が「犠牲祭の朝4勿伽如7zαr亘s％4御z∫（スルターンの

　divdn／zdna）でスープを飲んでいると」というくだりがある［HS：IV，　293］。
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　　ズィールたちがdivtnzに幽席し（d正vanda　ha2ir　bolgay），その2人の男挫と2人の女性を連れて来

　　て審問するよう（sorgaylar）命じた。彼らは事の次第を説明した。£BAi：494］

これは，膚名なバーブル暗殺未遂事件の真樵を究明するためのもので，ヤルグ法廷の役割を

果たしている，と判断することができる。ほかにも以下の諸点が見られる。

　（　ii）［1519薙］翌朝，　divdinにおいて（divanda），使節（e16i）としてカーシュガルの［モーグルの］

　　Sultan　Sa‘id　Hanのもとへ赴いていたQuii　Begが来て伺候した。［Sult2n　Sa‘　id耳蝕は］Be§ka

　　Mirza　Etar6iをQuli　Begに岡田させ使節として派遣していた。彼［＝Beきka　Mlrza　Etar6i3はかの

　　地方の産物より成る土産を持って来た。［do．：390］

　（iii）［1529年バーブルが］大divankana（uiug　divanbana）でdivdin薮のため］に座ったとき（d正van

　　olturganda），£バーブルの長男］HumayOnと［その母3　Mahlmからの貢物が差し出された。

　　［do．　：　607－608］

　（iv）［1528年遠征に出発するバーブルの息子‘Askariに3帝王のような装備（asbab－u－aiat）が下賜

　　され，divdinに（divan　bagida）座るよう命じられた。彼のonulla（宗教指導者〉と2人のditdikdi

　　（師傅）にボタン付きの上衣（eakm註n），ほかの家臣たちに3組のtoqu2－ton（9つで一揃いの衣

　　服〉が下賜された。［do．：561－562］

（ii）と（iii）では使節を迎えており5。〉，一方（iv）では大役を命じられた王子とその家距を

招いて儀礼的な催しを行っている。divdinの出席者には王族・有力アミール・ワズィールの

ほか，先に見たようにイスラーム信仰の指導者たちもいたから，divdinがマザーリム法廷や

ヤルグ法廷に限らず，儀礼的行事を含む国家の重要な問題に関わる場であったことが判る。

　ナヴァ・一イーの統治指南の書判［久保2012：55；Pa　2014a：176，　etc．］に見られるdivan

では，マザーリム法廷を基本としつつ，一連の流れで国務と財務が討議されている。

　　朝後宮から出たらすぐにdivdinに（dlvanda）座り，面ゴゲ励（嘆願者・訴人）に尋ねる。磁4ゲ盈

　　に尋ねる際にも自ら従事し，被抑圧老’（ma年1tm）が誰かから圧制（zulm）を受けていたら，£そ

　　の］圧制者（zalim）を他の圧制者たちへの警告となるよう処罰する。また，444ゲ励薮に門門す

　　る］業務（dadbVah　iSi）を終わらせた後で食事を済ませ，勲の87zαを用意し，重臣たち（arkan－i

　　dawiat）を招き，圃務と財務（mulk－u－mal　igS）を語り，自らすべてに通じる。…沖略］…国務

　　と財務や多くのdedb　t’dih［に耕応ずる3業務から解放されたら，…〔以下，本稿注26参禰…

　　［Mule．：XIV，　187　i　Kul．　：II，　397b］

ここでゴ勿伽は基本的にマザー…リム法廷と同じく「ddidh　Vdih［に対応する］業務」の場とさ

50）　地方での例になるが，Matla‘の著者が有名なインド旅行の帰途にケルマーンを訪れたとき，ケ

　ルマーンの統治者から「divdnの際に（bar　sar－iδi畷n）」出発時の朋意と実際の出費について尋

　ねられたという［Matla　‘：II，572コ。また，ベルリン函書館所蔵写本（アルバム）にティムール朝

　期のdivdinを描いた網密爾の下絵（Diez　A．　FoL74）が残されている按藤！994；Roxberg　19953。

　そこに描かれているのは，おそらくt使者が鱈主に貢物を差し出す光景である。なお，ここに描

　かれた霜主をRoxbergは第3代田主Sah－rubとするが，安藤氏の緻密な考察により，Sah－rubで

　はなく第2代君主耳aln　Sultanであることが，既に明らかにされている。
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れている。しかし，同じ場所に設営された娩の伽σにおいて「国務と財務」が語られてお

り，「国務と財務や多くの廊吻τ励［に対応する］業務」が一連の公務として扱われている

のは確かである。この統治指南の書闘において，もう！箇所伽伽への重要な雷及がある。

　　適盗な人物に以下のことを任せる。すなわち我がミーールザーが幸運を伴ってdivdnに座ったとき，

　　生じたことは何でも書き留め，ヨ誌（raz－ntima）に記録する。さらに日付（ta’rih）を記し，その

　　件に必要が生じたら，内容とLS付が明らかになるようにする。［A4ufe．：XIV，189；1〈z｛／．：II，　398a］

先述のティムール朝末期のタジク系高官Hvala　Mald　a1－din　M晦ammad琢v諭が「国務と財

務における最有力者」とされた頃の業務〔久保1997：162］に次のようなものがある。

　　帝王［＝・Suitan　Husayn　Mirza］がdivdinに（dar　divan）座すとき，かの閣下［＝Majd　ai－din

　　Mubammad］はカリフ位の帰する玉座の下に座し，出来事の子細（savanib－i　vaqa’i‘）や廊4グ励

　　たちの二葉と彼らの重要事に関して出された命令（ahkam）を書き留める。［／is：IV，160］

嘆願への対処を含み，4勿伽における審議の記録は非常に重要であったことが判る。HSの

著者は，HSより先に完成したDVにおいても，この業務について記している。

　　世界の葬難所たる帝王［　・　Sultan　Husayn　Mirza］が玉座につき，尽力の光を国務と財務の重要事

　　の調整（tanZim－i　mahamm－i　mulk－u－maDに投げかけるときはいつもt￥”aja　Majd　a1－dln

　　Muねammadがただ1人玉座の下に座し，国務と財務の重要事（muhimmat－i　mulki－tt－mali）と

　　面雌’盈ほかの入々（dadbV註an　va　gayr－i　igan）の雷葉を上奏し，下された命令くhukm）をすべ

　　て書き留める。［DY：401］

divanは玉座を申心とした空間で開かれ，国務と財務の重要事，および寄せられた嘆願・訴

件について審議し，その記録を残さねばならない，重要な会合であったことが判る51）。

　上の業務と関連して，Majd　a1－din　M晦ammadには「ddid！z　t’tZhたちの重要事の識別

（ta§bi§一i　muhimm2t－i　dad4vahan）」が任されていたといい［HS：IV，181］，またMajd　al－

din　Muhammadの次に「国務と財務における最：有力者」となったタジク系高富琢v2ja

Qivam　a1－din涌％m　al－mulk耳v菰に与えられた職務［久保！997：165］には以下のものが

ある。

　　inutagallipn（訴人）たちや面言置励たちの調査のあり様において裳賛される努力や可能な尽力を

　　示し，彼らの霊要事の充足や疑わしい事柄の調査が正義や公正に基づくことが，必要かつ必須と

　　知り，…〔中略］…上奏が必要と思うことは適切なときに上奏しt返答を正しく導き出して［そ

　　れが］被造物や人々の安逸や諸国の繁栄が増す手段となるようにする。［Mf：225－226］

驚くことに，訴え出る臣民を「muta4allim（訴人）たちやdddk”dihたち」と表現するのは，

51＞　このようなdivanには「御鳶会議」と訳されるオスマン朝のdivan－z　lzdimayun（divdin－i　hzcondyabn）

　［Ef2：DIWAN一亙HUMAY（IN；小山1990］の初期形態との類似性が認められ，筆者霞身「御前

　会議」と説明したことがあるこ久保1997：151－152］。本稿注39で紹介した，ウズベク語辞典に

　おける歴i史用語としての代表的語義「国家評議会」も本質をとらえており，また同趣で言及した

　各種評議機関としてのdivanにもt為政者が臨席しない点を除けば逓じるものがある。
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『統治の書』におけるマザーリム法廷の説明と全く同じである（本稿注31参照）。上述2人

の「国務と財務における最有力者」が，A（zhamに見られる「マザーリム監督官」の任務

（本稿注29参照）の一部を担ったことは，疑いようのない事実と雷えよう。

お　わ　り　に

　Nizarn　al－mulk著『統治の書』とその内容はティムール朝期にも十分知られており，ティ

ムール朝におけるイラン・イスラーム的政治文化の継承に少なからぬ貢献を為したと考えら

れる。本稿で取り上げた，ウラマーや修行者との交際およびこれらの者たちの保護，さらに

マザーリム法廷の開催は，置統治の書』において重視され，ティムール朝の為政者たちに

とっても重要であった。しかしマザーリム法廷の場合は，モンゴル法廷（ヤルグ法廷）と同

じく，様々な機能を持つdivdinという場で開かれており，ここに遊牧テユルク・モンゴル的

な政治文化とイラン・イスラーム的な政治文化の共存を確認することができる。

　マザーリム法廷を重視するNizarn　al－mulkは，蹴治の謝の後日追記された11章に含

まれる第49章でrmZtta4α〃im（訴人）たち」への対応のあり方を説明している。臣罠から

の嘆願・訴えへの対処はティムーール朝でも重視されており，ティムール朝末期には「国務と

財務における最有力者」が重要な役翻を担った。その頃著わされたAMでは，為政者に

とって，3つある「正義（‘adl）の支柱」の1つが「嘆願・訴えの二葉（kalam－i　dadガah）

を聞くこと，すなわち被抑圧者（mazlam＞たちの雷門に耳を傾け，彼らの重要事を整える

こと」であるとする［AM：37］。また岡書において，アミールが守るべき12のf規則

（qa‘ida）」のうち1！番目はf被抑圧者たちやddidk”dih（嘆願者・訴人）たちが王の前に行く」

のを助けることであり52）［do．：213，219］，ワズィール職に関する19の「要点（nukta）」の

うち12番目は「民（balq）」や「人々（mardum）」とのr面談に渋い顔をすることがないよ

うにする」こととされ，「dadk”ahたちとの話し合いの多さ」に愚痴をこぼすアッバース下

期のワズィールFaZl　b．　Sahlの逸話が引かれている531［do．：219，221，225］。

　A！lhamによればfワズィールやアミールのように包括的権限（umar　al一‘amma）を持つ

者」は「その権限にマザーリム監督をそもそも含んでいる」［湯川（訳）：184；A勉ham：

97］という。しかし，Ahhamとは前提が異なり，ティムール朝期のワズィールは「宰相」

ではなく財務高官であり，アミールも「総劇ではなく部将・政府高官であるから，これら

52）財務庁のアミールをつとめたMly　iAli－gir（ナヴァーイー）のもとには，窟廷への取次を期待し

　た書間が数多く寄せられた［ウルンバーエフ（久保訳）コ。またBVには，‘AEI－SII一の下ヘトルシー

　ズからdddh”dihの集団が押し寄せる場面が描かれているが，これはトルシーズの領主A顛r

　Jahanglr　Barlasのことが‘Ali－Sirに任されていたからである〔B　V：1，419－421］。

53）　罫統治の謝には，このFa乞l　b．　Sahlが時のカリフMa’manから「ある訴件（qi＄§a’i）」への対処

　を一任された話が収められている［井谷・稲葉（訳）：166；Sfyar　l　l76コ。
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の者たちの恒常的なマザーリム監督への関わり方は，今後検討すべき問題であろう。

　岡じく今後検：討する必要があるのがパルヴァーナチ職である。ティムール朝と同時代の

テユルクメン王朝アクコユンルにおいてもマザーリム法廷が開かれており，「弱者と貧者の

パルヴァーナチ（parvana61－yi‘ajaza　va　masakln）」が重要な役割を掲っていた［WoOds

1976：122，267；Perry　1978：208］。ティムール朝の下でのパルヴァーナチは，この「弱者

と貧者のパルヴァーナチjとは異なる側廊を持つが［久保1997：158；同2014a：？主42］，

マザーリム法廷の判決を踏まえた文書発行に，確実に関わっていたはずである54＞。

　本稿で取り上げなかった諸問題に関しても，概してNi％m　al－muiRの忠告は，ティムー

ル朝国家の実態に照らしてみると，興味深い点に気付かせてくれる。例えば　ワズィールに

はワズィール職経験者やヂワズィー・ルの家系の者（vazlrzada）」が好ましいという忠告こ井

谷・稲葉（訳）：222；S加7：234］に対して，ティムール朝はかなり従順である。一方，「1

入の人物に2つの職務を命じない」という忠告こ井谷・稲葉（訳）：202；S加7：213］につ

いては，ティムール朝末期にも「1人に2つの仕事を与えず，2人に1つの仕事を与えない」

のが良いという認識があった［AM：！92］にも関わらず，上層部の人事では実践されてい

ない。Nizam　al－mulk著『統治の書曇は，ティムール朝国家の研究を進展させる上で，重要

な鍵を提供し得る文献であると雷えよう。
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